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sets mh 津 ii 
mam: 高 根 MB Fil 


a = 
few Gnarcasite) と 黄 鐵 忠 (pyrite) £ LI Leeyka(FeS2) を 同 ふ し て 
dE BI ARIS SB 同質 二 像 (dimorphaus)” Oecd 4 DE AAD 
上 有名 で 且つ 周知 の 事 で ある , (AL © OBB IS RUIN ORGIRIK Bb LCR 
gk —Jf%Cmonotropy) の 闘 係 で ある se 


結 oth 系 Kk 
A BBR RB HB th 系 4.887 (20°C) 
x SB “se 軸 上 品 系 5.027 (20°C) 


AMROBSiaE Om AX 
Allen, Crenshaw 及び Johnston の 1912 4FO FER HAs, ARE Hel 
水素 中 に 450°C (MBAS BL 極め て HA OBE が 起 る 。 4 時 間 の 加熱 で 
は 5-5% の 黄 鐵 確 を 生じ , 9 時間 の 加熱 で は 50~60% の 黄 鐵 礎 を 生じ た 。 


1) M, J. Buerger は と これら 両 者 の 化 府 分 析 の 結果 を 吟味 LC, BATHE FeS ゥ 』 な る 
Ab PRK ICC FE L4G SB ABE Fe ay » TRL FS_y に て 示さ れる も の より 
LBRO Fe を 含む と と を 示し , CHEORMMAtBH I MBI BABAR LT 
+ 2 w FRE BEZEL (Am, Min., 19. 37~61. 1954), 
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410°C C4 IE OMACIAMAE ORME SEBORDOK: LOBRBORE 
BE & AERWEO [ke Bit Stoke’s oxidation method (2jRO TIF So 
DLEORBORD S, AMMO WOM ~ OSB BiRME* 450°C と UT 
So Lo OV BBIK RABEL CT 10000 SBS OINE 1) 2 BEE TENT (BME eS re D> 
OS PAR LTE So 

其 後 1933 4E FER A H.V. Anderson 及び K. G. Chesley DB aD AG Ih 
に よれ ば この BBE DFA 2K < 415°C 2 され て S40 COMMA 
PRIME 22 HS yet BS 義 管 中 で 405°, 415° 及び 425°C (= 加熱 し た の で あ 
る 。 黄 鐵 確 と 白 鐵 左 の 匠 別に は 粉末 PRETEND feo 

405°C の 場合 に は 5 時 間 加 熱し て も 唯 百 鐵 確 反射 線 の み 認め られ た が , 
ees eee & EEL DEO PAS HT BRD MENA & a DG 
れ た 。 425°C DY AIM PA EERO MOA CHOK o MIB Blk 415° 
ELBIT IAN EOCHS. COBB U7 ARDEA CHE 
DIMA AzSELOCHS© 

Allen DYE % © OPP RESICIEL SMO LBM 7s Hie INO KD 6 
AOABM PMLA —-TEROCLOLRAL ED HRA. ROWE Lie 
BRIS IST 85°C ORAHS OLAX ORR o HUA t RE tL DO 
MOOK LP ASEH RAC UT RSS LA bMOMK CHS, 

BES BBA RAD 80°C を 異 に する こと は 何等 か 他 に 原因 が ある で は な 
ODL ORMDLZOCHASo 
pam 

UCR EL HERAT ABIL OM a ARE BE KAA BRE > BOY ¢ 
LAE ICSE < PEA L te P84 G 430°, 440°, 450° 及び 470°C の 議 混 度 に 2 
時 間 づ うつ 加 熱し 同 閉 管 中 で 冷却 し た も の に つき 粉末 KARE SHROT ARE 
MOBMES SIKRBe RD to HSA ABSEICRLEELDOCHS 6 


Fete = 


第 室岡 を 見 る と 430°C の 加熱 で は iO ARMED Fie (CM) と 比較 し て 


1) PBR A, AAA 1 EE OK oO i RL, ABR, 19 4B, 1 BE, 線 18, WB 18. 
PEPE PE, ARRARYE. 


AL 


2 
1S 


# 29703 ) 


ree 


M は 赤 釣 根 産 marcasite, Pt は 同 marcasite を 焼成 し て 
作れ る pyrite, P (ae pyrite, 


440° 
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第 at 


Dt 7A OR BE AR © ETO FY = Bi, asterism を 示す 。 


Bay EBC § SAMBA BIEO A DEICSLA BD BAS B L Biko CHAIIO IB 
EOCEMDEPLD 2, 8 本 見 られ る 。 440°C に 加熱 せる も の で は 前 の 場合 と 
反 謀 に 制 然 た る 黄 鐵 確 線 が 見 られ, 基 中 に 極め て 淡い 百 鐵 確 線 を 認め る こ 
と が 出来 る 。 450° 及び 470°C で は 全く 黄 鐵 確 線 の み で ある 。 こ な 等 の 結 
Fh dy 6 BRB BIE IE 485°C と 決定 し た 。 

ASE O) EL TBC ASME OBE ERK fig FS LACH L & SASS IAIN OR 
ule UT HeS を 用 ゆめ べき を REL LELTE CHS, RLiIne ts HE 
KIS BES BBA BA BED LIANE OCHASo 其 所 に 或 差 臭 
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が ある も の と 見 て る Anderson の 場合 の 如く 415°C CHRO MK < 過ぎ る 様 
で ある 。 Allen の 450°C は 余人 等 の 結果 と 非常 に 近く , PRIS HS OE OU 

容 で あつ た 和 候 め に 少し く 低 き 温 度 を 和 興 へ た と 参 へ る こと も 理論 的 に 調和 す 
る 現象 と 博 へ られ る 。 

REO BORE RD © LT ARWRD 6 OIE OBE IL IL DO PREICIES 
AUSAN GE (5K BMES BEECH HS. 即ち , 430°C で 2 時 間 加 熱 す れ ば 極め 
TED CHA SDB LEIGH, 440°C CHIA EDMEMELUTH So 

Allen 及び Anderson 0) AT. ARWROBS (2 ik BEBE ICES } AICI 
D2 ORADBILDRO SHED, COMIARKOBS LAZY REAR 
で ある 

AmMimOZRERICHS 6 Anderson OPK 

Anderson (£ [1 S06 OR IBIED Allen の 値 に 比 し て 相 常 異な る こと と , 
其 沿 化 が 乱 毅 人 性 の も の で な いと の 見 方 か ら , ARIROR IRIE It 割 然 た め 
得 な いも の で ある と 言 ふ て 居る , 何 夏 な ら ば 白 鐵 確 は PEIBCHLMS 
條 件 の 下 に Exe (metastable form) CHOBE 14 2 b EAT 
能 で ある と の 意見 で ある 。 

Anderson は 折 鐵 確 の 準 宏 定形 で ある 一 つの 府 控 と し て 粉末 X MBO 
材料 を 作る 時 に 細 粉 に 所 り 砕く ERA DC BMT S LEC UL TBS 

ERO O BB CLE 2HRO TROL LORRILMU 5 CL DH 
BDO CRIAKREOMD ete LIC LIL MORDCKHASEVD 
t BCE So PARSE CAME GE OUR ¢ OMI 6 COMRD HS © b iG 
摘 し て 居る 人 が ある が な, SRM & KAW & LILO BNR & IER 2 
生ずる こと が ある で は な か ら う か se 

Anderson | XU O MELE CH DMWORE UT, AED 7 Y = DER 

の 流星 形 Casterism) を 時 する こと を HO CEO. FUR A 2A IC Be 
する 至 に 角 し て 居る 。 叉 この 答 の 生ずる 原因 は atom 或 は ion CE) AFOSR 
な る 動き (mobility) に よる と 廃 明 し て 居る 
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Anderson と は 2 <$ SILICA WAAR 5 9 = BERD 
asterism (2 iiVC TERR BROT Or: GRAB) o © の PRIS iLO 
asterism と BURL Tz BO LBTH ASD, BUEICIA TAL O BR ea ae 
RIS KO FEANK IGT UES IZIL BOOTIE EW 0 

SS SE Cit OREO Cte MMR & O TC BRIE LOT & OO 
KBAD 外 に 猫 天 然 の 黄 鐵 忠 の 常温 の も の と 800° 及び 400°C (=a EHS 
MALL f2 & OD XE を 比較 の 和 候 め に 添 へ て ある 。 こ ね 等 富 引 の 比較 の 
AC & FRIED 435°C CHEER MC BES S Ct DUAMES S210 

FEHR & SURO AE RRA LR 

現在 まで の 研究 の 結果 で は IRD ERMC BR > BH UIE IE 450°C 以 
上 で な いこ と は 上 輝 の 通り で ある か ら , AME 450°C 以上 の 温度 に 蝶 S 
れ た 場所 に 存在 し 得 な いこ と は 明か で ある 。 換言 すれ ば 白 鐵 磯 の 存在 する 
如何 な る 場所 で も 450°C DEORE ORES SUT 居 な い の で ある 。 こ 
の 事 喜 は 白 鐵 確 を 件 ふ 確 床 の 参 究 の 上 に 重要 な 大 本 資料 を 興 ふ る も の で あ 
る こと は 周知 の 所 で ある 。 こ の 種 の 磯 骨 が 地表 に 近 き 生成 の も ゃ の の み で あ 
る こと は BROECH 0, 叉 本 確 が 屋 々 水 成 岩 中 に 有機 物 に 開 係 す る 園 塊 
(nodules) を 形成 する こと も 其 生 成 温度 の 低 き こと を 示す も の で ある 。 

火成岩 上 の 見 地 か ら す れ ば 百 鐵 忠 は 全く 岩 柴 よめ 直 接 品 出し 能 は ざる も 
の で , これ に 反し 黄 鐵 護 は 多量 で は な い が 岩 虐 か ら 上 直接 導 か れ 得 る も の と 
老 へ られ て 居る 。 人 然し 黄 鐵 確 の 大 部 分 は 冷 深 液 政 は 温 深 液 か ら 導 か る る る も 
の で ある 。 即ち 地表 及び WH ASS THEIL NIC, Hh FRB OME 
MPC GS ALDARA CEU REE OD. BAIA SUED AH 
DERE 6 %23LS, 其 著 し き 例 は 石 淡 中 に 存する こと ょ と で ある , この 場合 
疾 素 が FeSO 4g (LT OMS ET EDLGDEDE HAD 化 幌 者 の 試 
みみ で は これ を 府 明 し 得る 結果 を 得 て 居 ら ぬ 様 で ある 。 そ れ で 現今 で は 最も 
廣 く 天然 に 分 布 す る 2S が 二 硫 化 鐵 を 生 ぜ し むる 主 史 と 券 へ て 居る 。 

MEO Ak MICA CAT 0 HS が 硫酸 第 二 鐵 Fea(SO4)s 
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に 働く 場合 に 炊 の 反 座 が 起 る , 即ち 

eS OE SS OE OS (1) 
然し この 反 應 を 閉 管 中 で 行 ふと HeS が 酸化 され た り 牙 は WE LOC 
BI KOMR EHS, 即ち 


eS 7 Sado = eS, HaSOp 2-205) ae. cnes eee (2) 
Allen {z FeSO4-7H20 0) 3g, H,SO, 0) O.ig, S @-0:752 BU Hes 
Ze 0° で 和 飽和 させ た HO の 100cc BAG 200°C (= 2 HALL 
KAO ABE t R75 6 A RU HH eA ST S 二 硫 化 鐵 を 得 た の で ある , M 
100°C で 6 AF AA LT VRS A Be 78 feo 


上 式 1) (EHS THAD 78 BRIE ARO AE KROL ES (21k HeSO4 が 存在 する 
こと が 知ら れる , TALC I OVA IED = HVE O KE Gn (C HAE 
SO CREWD EB, Allen (SHAM BATA H2S014 OF いも の に 
(2S EE AE, BPM SIC FEO CUE DAE Uo FRU AED PE 
DME D (= BME OMS TEETER O AD IES So AIA CLE EOD ES eal it 
酸 の 量 を 一 定 し て 温度 を 100?, 200°, 300°C 2 MLL TILS £, 温度 が 上 
i ee 

SRI BS UD & SUE ¢ PMO KE D GUS, 前 者 は 後者 に 比 し 
て 共産 出 は 極め て 少量 で , Me tv BED AE BURNE OL 6 RAO 後者 は 
廣 範 園 に 下 つ て 形成 され た も の で ある 。 か か る HACE SPIRIT T, BA 
RUD We SES BY UU BE IY Grorotropy) で , Til 4 Wye IZ Gmetestable 
form) を 時 する は 常人 然 で ある と 思 は れる e 
OHARA BR O fe 

1ASEMREBORmR 上 記 赤 和 鈴 根 確 山 産 自 鐵 左 の 加熱 し な いも の の 粉 
末 客 弓 に 現れ て ゐる 反射 線 に つい て , その 反射 線 間 路 刻 2Z を 測定 し , 反射 
線 の 濃度 , sin 9 OME ROME SK CB RRC TAIT To URN OT 4 
2A OPKEIE 30-25 OFOC, (AB !RE SI Tike M. J. Buerger 
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DEE eNO CRD BERL, CORA L BBL CTO 
第 参 彫 の の MM は か さく LORD Tt: MR PRRAMICHA し た も の で ある ぅ 
第 s fal 


Rane Ui M(t FSM 
TT ORF [rik 
dy = 4444 (400 EIS SIO THINS) 
by = 547A (ozo 反射 を 用 ひ て 算出 すう 
or 54CA (040 pa hs) 
co = 240A (002 [ite NOC SEN) 
CSE, ‘bien eae Re oo ee 
FEAR AN < PRAMEL tO BAAS Fk 
a=3374 b= 444A c= 530A 
と な め り , その WK Fete FeS。 の 二分 子 を BA, その AMMA Ve と し 


1) M, J. Buerger : Am. Min., 16, 361~395, 1931, 
2) Op. cit. 


ws ie ta 
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た 。 SOMALI Collingite) FE, HALTED AEM BAREEL, これ 
6 Dr 4A rutile) fpr & Ho CHM Ste y 2k HL, TOKE O 
WEE, ALARA RE, GIRMLOANMEREOD He Anh 

#4 hh wrth 


a — & 0 


OA < PRINS 6 LKB? Utco 
AEB CRD TBF IL CORO AM KOT ROK LOT, 
Mises COM LUMAR CROK OCHS. ZH Buerger の 値 
ERS SL EBREOMEAN CHA L—-RLCO4So Allie Ves 
る と 新しい 結 品 軸 に 義 し て (4o) 反射 で は ん 十 々 = 20, (hol) 反射 で は A+L 
= 22z な る 規則 反射 が 現れ る BCH So 第 参 彫 及び 第 写 表 に つい て 見 る に 
多少 幅 の ある , 如何 に し て も 他 の 適 営 な る 指 表 を 決め 得 な い 所 の 20r な る 
反射 が 明か に 見 られ る 。 こ の 線 は Vi に は 禁 示 線 で ある 。 即ち この 反射 線 
の 存在 は Buerger OPE L 7: A EUR 2 HFRS BRET BED) HS 
t PPBANCLAS EWM ZICOwT (his Bs te S PAGE SIS T (SH 
究 を 行 ひ 度 い と 思 つ て ゐる 。 
この 粉末 富 真 を 見 る に 何れ の 用 射線 も 稀 に 見 る 盟 秦 な 線 拡 を な し て 現れ 
て る る 。 硫 現 鐵 左 の 粉末 客 真 に 就 い て 見 る も 同様 で ある 。 こ れ ら の 事 害 は 
これ ら の 礁 物 の 塞 結晶 の 度 面 の ラッ ゥ ェ 斑 嘆 が 流星 月 を 示す こと と 合せ 参 へ 
て これ ら 結 品 の 短 態 物語 つて ゐる 。 若 し Anderson Yili fe HC FV = 
atom と ion の 二 種 の 異 つ た 移動 の PRET S 結 唱 内 部 の 
に 原因 する と する な ら ば 粉末 宮 真 の 反射 線 に も これ に 相 富 し た 現象 が 現 
れ ね ば な ら な い 。 然るに 粉末 富 真 は 上 逃 の 様 で ある の で 結 品 の 格子 構造 は 
FAMIE DW BO LES SRO MSF V THROMB e RT ARR 
A ZSEIE DO FEF He eT ED AE ADRAC TAKE B Mii he O 
1) M. J. Buerger: Am. Min., 99. 48~56, 1937, 
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第 = 表 
Marcasite from Akabane CFeK) 
c 5 Lndices 
LVo. F 2lin mm Intensity sin 
refraction | corrected a 8 

1 383.65 30 0.275 Oe 
é 39.01 10 0.3817 Bec 101 
” ” ” 59) aa astenforete 020 

| 2 4362 70 0.358 LOT, |\) oar. 
” ” ” ” O20 Na 
4 46.18 10 Type || osends See EO) 
5 49.14 85 0.895 L11 | ss 
6 51,56 » 0.418 TT ||" asec. 
7 63.66 30 0,502 2019} «.---- 
8 69.99 10 0.547 LE 
9 73.23 20 0,569 OCP es 
” ” ” ” BO! Ti Wane eek 
10 | 78.41 40 0.604 OBL | sere 
Il | 82,41 10 0.630 BOT. Ny Hench 
12 | 84.28 ” OGLE Tigyh || acnces 
18 | 89.64 50 0.675 OID 
” » ” ” LO lt eee. 
14 95.06 35 0.709 190°) Wace 
” ” ” ” SOL = Beiides 
» ” ” ” OLO | — wwseee 
15 101.23 10 O742 | 
” ” ” ” LAO NR 
16 103.59 ” 0.755 FEU =|)! Ee 
ile 111.61 20 0.797 ee. ee 
» ” ” ” に 
» | ” ” ” gi EAT NE sey oe ot 
18 112.46 ” OSOL) \) pence | awh 
” ” ” Rf th Beemer 241 
il?) 114.48 ” 0.811 USI) NC eocoss 
20 | 119.76 60 0 8386 240 INO Geaete 
21 123.238 10 OO 411 
22 HDRES ” 0.871 OO RR 
7 100 0.885 CPT pl ee 
” ” ” ” SU Roem || | etek 8 
24 135,87 £0 0,902 LL Gel Meee 
» ” ” ” 430" 8) Cees 
co 140,89 50 0.917 OL2 I ee 
” ” f ” ” LEO. ait 4 eee 
26 146,55 70 0.985 ES 
” ” 7 ” ” Bye AN aes 5 

” ” ” ” Gat i). wees 

” ” ” ” Bids i Bees 


ABS I それ ら の 結 品 塊 が 未だ 全然 一 致し た 方 位 を と る まで に 融合 し 


る な い 弥 態 に ある 事 に あら ね ば な ら ぬ 。 MSA Bee OPE に 見 える 結 
も 筑 は 多少 の 角度 の 偏 侍 を な し た 多く の 小結 晶 塊 の 篤 合 と 解す る 外 な か 
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2 MMMMARROM iS GEA MAE TM EO WRI 
2NMOTHRER を 撮 つ た 。 HBO (EE AMMO & 全部 同一 で あ 
る 。 こ れ ら の 反射 線 に つい て 24 反 甘 線 の 濃度 , sinO fel, ERROR TH 
Pee SN UC BME fe BBE PWR MLC Se AT 
AURA 6 Lat. KKABURO Str & RL GW BS (CBBC NT 
示し じ し た 。 BARORROMMAM LAND 6 算出 し た 値 を 掲げ た 。 


第 a Ea 
Pyrite from Kunitomi (FeK ) 


No. of 2lin mm 5 _ Lndices 
intensity sinO «0 
refraction | corrected a 8 

1 73.91 20 7 te eh) Ga a eae 54h A 

& 39.71 | 10 | Q322 | seer 200 5 4A 

3 44.97 70 | 0.363 200 5.33 

4 49.54 » 0.898 SL OMAG Tie 5.43 

5 54,73 ” 0.437 211 5,42 

6 57.50 10 BASS ae os 220 542 

# 63.96 50 0.504 220 | ee 5.42 

8 68.43 30 | 0.536 221 EO 5.42 

9 76 54 100 0.591 BIL | senses 5,44 
10 78.81 10 0.606 | cr 312 5.41 
11 80.64 20 0.618 222 | owseee 5,42 
12 84:54 85 0.643 236 ees 5.42 
13 88.28 50 0.666 Bile |) Soeces 5,48 
L4 107.63 30 0.777 SEM || saa 5.43 
7 111.60 40 0.797 BEY) || aecnan 5,48 
16 115.68 50 0.817 ERB NW senate 5.43 
17 119.56 20 O 835 B32 5.48 
18 120.61 ” O:840) ee 431 5.32% 
19 128 35 75 0.873 422 en 5.43 
20 181.46 0 0,885 430) || Feenes 5 59% 
Bil 139.74 20 0.915 451 0 epee. 5.39 

” » ” ” THON A ered ” 
22 143.20 200 0,926 BBO maly ani ces 543 

” ” ” ” SCIEN eae ” 


°o 
mean a = 9.42A 


KEN a WT BA EU CH FO PIRI LE 
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ZHRVG OME I AP RD* WE 75 5D (COBRA EEA EME eT OS 0 
No. 8 の 200 の み は 多 少 小 さい 様 で ある が 線 が 明瞭 で ある か ら PRICAR 
た 。 No.18 と No.20 LECH PROBES CO ao 値 も 偏 傘 が 大 で ある か 
5 恒 敷 の 下 均 の 際 に 除外 し じ た 。 AEB 6 od te ORL ESR OFF 
BS 

a = 5.42A : 
で 一 般 に 探 用 され て Strukturbericht ? に 掲げ られ て ゐる , av = 5-404 LF 
ん ど 一 致し た 値 で ある 。 

ASM CIS BT る 療 移 問題 に 記し て は EE e 430° 及び 440°C に 加熱 せ 
S Wa ORY OIL O SINE UT, これ 等 を ba A RW 
TERME IR HE 上 比較 すべ き で あつ た が , 今回 は これ を 省 路 し て , LOW 
(Rid ICAO BACH CAS CL ICUKo 


ASAE 2 UT BAO — Mid DAS ORIN KLOKDCHSo 
WAU CMI RWOR PET Bo 
AHA POA ERIE Lt UCR ABE eA UL, LAPBHT 6 


i Ee IR TS 7 BRR LL Hh ER ① 
As 中 oF 長 俊 


序 

赤 釣 根 帳 山 は 窟 島 上 牙 河 沼 郡 山口 桂 に あり , SAEAWIO 西部 一 帯 を 形成 せ 

る 越後 山脈 の 一 部 が , AMC HSS WE CH OT, BAPE REO 
MAT LEB 6,000 Kz AIL SB IK AFARIL CiGR6 70-3 OW _ESE ¢ (HO 。 

主要 な る 交通 路 は 野 洪 町 より する も の に し て , 阿賀 野川 の — seer yy 


nil 


1) Strukturbericht, 1913 ~1918, p. 218. 
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OCR PPS SS £3,000 KIS UD CHO IEL, ZKO BAK 
Ie CSI AO, WCU CHEF L, Io EBA BEMIS KO 西 に 
“折れ ; 次 第 に 山頂 に 進む こと 約 3,500 米 に し て 磯山 事務 所 に 達 す べ し 。 

ASML CL BL Bo AARNE BSG tule O UD, JEBEL 
7emets LC AAR tL, EM O— Ki L UC DARE PRK aL 
DRT SFL BAD 

Bi li A EASON ER, 2 OP in hitit<e 12 瓦 , 銀 50 H, $212 UT, B 
BO SAC GB FEO CAE UT SKN O 4 SASHA 7h 0 BAe le 
ERR PEL LCR L, FIILAREBA DST. MARR BES FE 
fe, 馬車 に て 搬出 し , BRA EO ATURE ODOHYS 

RAIMA ee L, MARS BABU LOO 
HOLD, CLE —-HOt OME LRT SN Lo 

AFUE 20 ith 8 DAK dH Tz O WARE 7s % PVRS 2 Wah ae } Tl EAP G (= IE 
ee eee eee 
PRIMO IREMER, 齋藤 小 一 郎 氏 並 に 其他 の 職員 講 氏 に BRS FABIO Ae sult 
ee 

i Bp # 要 

WEG AS OSES ik BSRKA a Lk ZORRO 622, 確 司 外 の 一 
Mic a ROS & OM AB=LREODS eA AEABHE). 

WW 2 AGS & SAA a HEIR ISEB OC KOC EX BR RIC LU, 
BUR Pix 4 HHH OL ONE 4EOH 0. AHA も 明か に 右 
英 班 上 曲 を 多量 に 認め 得る もの, Bebe Se < UT 流 理 伴 造 あ 示せ る も 
OD, 或 は 叉 統 宏 に し て HRS t Ol BIA BES S SOK EHD O, 殊 に WEA 
TED 4 Dit tr AGEL SBR OIEEAT, BASE PIL Tb な ほ 長 右 
HWO SE BEI ORAF At  %& OPE HES O 0 

この うぅ bE REDCE Id WRAY AGEN EEL, 肉眼 的 に は PE IRERIE OL 
CHUS SHEL, KEL OMS EA, BURST ICIS Tit RAIL 全く 分 
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{EL Chak, Hie, ABE ee ee wie 

一 区 的 右 英 , HEL Mee H HO taal 7s Oo 合 中 に , 殆ど 分 解 し た る 長 右 と 

i 
第 = 園 


EE Soa 
J 3 SES 


= ee 
we == 


Pry 
aos RIS NG 
Clete Tag meen 
Wes — 

OD = * A 
を 
ODOD 9 Sey, 
at: BOO ers 
Bo OAD a 7p 41 
BD sore Se 
Hy uO 
Br COO0d0 sana 
eee nd 3DOaoD yg 

iogunon [sjololem fojele lols} 
Dn ロコ ロワ [ele [le] 
onoesd| [ejelele] 
oankooondd ja 
Hoodoo 
heiale le [elele fole lo le[s laps 

ibletslelele [ejele [ste [eje [a] 4] 
elelelelefeloletela[ Ae ole ela] = 
sb[elelelelelelololele eel [pelatee— — 
NOOOOROOOoosCoc Oso 
ooo DALE [le le 
efelelelel=lo[e [le Tole lole [olf Boa 
ーー => Oooo "nooo 
y= [ [lo] ol > pated pelt! 
= — — — Ooogtuoas| 
= SS OSoogc0no! 
ーー aoaoen 


fs AAR RS LT Se EA Ls] 
1. FBO A CASE we a te & & Dd 2. Fite 
3. ADORE A CAE HSE & MT もの) 4. 凝灰岩 
5. Ai SORIA Ht (ATE BETS BS % O) 6. Sie 


MAU Oo CORRELL BROKERS, 殆ど SKN 
aki a bt on, iSO 
Ho 

PUB ABE AMS 6 SMS & BEL LS UC ARO ie he 
CHL, KE ARRLMOS AID AMAL 5 tut S EOD 存在 する の み 
= UT, MOREE I = ORNS 
ize ANRC WEL ARB OD SLOL, MRC LT ORK A t OFS 
困難 な る も の あり 。 

yet LARA & ATW BOO 12D (oS S BPA EN % 9 > SEICTE 
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用 , RAB ACE, MBE MENLO HRMOM WEL ORS & OM 
Do DENK Bee t OBEAIS LORRI UT, EL LCR RIG LSA 
MURS, その 間隙 を 充 幸 す る と 共に , SOMME C26 O BH EN eek 
へ る も の な り め の 。 

Mr < OAM < + 磯 床 に 近接 し て BTORIEILA tz } bet 2 — Jee AM SSE, 
せ む が た め に は , Bi RGR A SAABYRB SAGES SSD OT. 本 
FRU HE CUE AU BRIS & OIL ORES aU LM ICT o 

fm hm の 性 B 

ASHES (LAI EERO yet O Fil BT BEAY S GSR UC, FE 7 SHANE 
(LERAEDL, 山口 塊 , BA PSTO 三 つ に し て SSD ZAO DK E OMA c 
Sei E AEP MO AS KSSH AS be bs ZK O PARIS 20 Kage Hist HE 
け , BHAA Pid 30 Rg BC TOGA (F200 o DRAKE AIC EE Ree 
TWA, ROD ABLZILGEOT Heist}, 下部 に 赴く に FEO 
て 銅 の 品位 劣る と 共に 金銀 の 含有 量 も 次 第 に 減少 す ぁ も の の 如 し 。 

DEMO WIA < ABB UT, 1 米 以 上 に 達する 部 分 も あれ と ど , RMS 
LK O CIEE WY UC EDK BORE S SS BBO) MMR FUSS & OD 
も あり て , その 消長 は 母 岩 の 性 質 に よめ り て BLS REO, HAD 流 理 の 明 
喉 な る 右 英 粗 面 岩 中 に 於 て は 概ね その 流 理 に 溢 ひ て 倒 達 し , 叉 FORE Be 
(CBS TIE HC BR Be Ot] BR 22 FEM Le BUTCHERS HS TU OR 
WAX Kk O CREB IERIE SB DILFET 6 
WEAR PF ABIES Td RBIS RMHAO WY & IEC PY Ae, BARR, (SCOR 
4:0) bp PIM L, DROS MSE’ UT ARIK IEIS PARAS FEO TT 
FAM Oo BIRO AMA PERI ROR RARE SCL HV 

HAA St BA tse ess 

AERIS S EBUEO He7e S 4 OTHE, TSAR, ee se 
SHE, OR, HARI ERMC, Mot UTA BREERKE SOO 
と す 。 ZBI KO MBA LIER ke 6 MOE DEEL, Zio KT 
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石英 eH DOME Rese. INCE oRE BREOMME UT 銀 は この うぅ 
BL AME S まね れ , Gb QRH L pers AIEEE LT 現 出 する 
cae Lo ESRUEIERGIC WALO MAORIZ FEO C DEM POD Fel] Ba AS ab 

し た る も の の 如 し 。 KREZES RMD OMEAO BRIS CHMT o 

SSA, 関 亜 鉛 斑 , 方 鉛 硫 , Beem VESTN 本 奉 床 に 於 ける 唯一 の 銅 左 な 
れ ど も , 其 産出 来 だ 多 か ら ず ,  MLIEIC HIME HEL, 小 量 の 内 亜 銘 
DEL EME BE Oo ZHOMDMLARTNOARAN E UT IPR 
行 せ ら る る に 至ら ざれ どる も, 金銀 の 含量 大 な る を 以 て その 副産物 と し て 稼 
行 せ 5 る 。 

SEEM U IL OR PIB Cie } IC aE UC, 石英 脈 中 に 多量 見 出さ る る 
DARED, BORE KOZ E LC WIR BOEE A Pic & BP Hyett Oo 

WOK OSIRIS BIR AD te DLL < BRE GB tT AO BIE 
aL, その 周 邊 は 概ね 園 味 を 上 韓 び た る も の 多けれ と こと , DEA DAO Hie 
を 示し て 比較 的 完全 に 結晶 形 を 保持 せる も の も あり て , ARUIKAl HEL 
C HELIN D BIC O THEA L, 選 を 破砕 する と 共に 多少 その 一 部 分 を 交 
代 せ る も の の 如 し 。 

HRTF AIS KOT, を 等 の 黄 鐵 座 は 更に 激 し き 交代 作用 を 被 9, 
特に 黄銅 左 中 に 残れ る 黄 鐵 確 は Hod CT MEETS SBIR BL, BWR APC 
D © SPA ¢ (LAS < FRO Te SIRNA LT 多 敷 の 微粒 の 集合 と 化し , SID 

TSR BVERICIST 度々 見 ら る る (EBA wRSe (chemical brecciation) の 場合 

を 想 超 せ し む る が 如き も の あり 。 こ の 責 様 の 黄 鐵 確 は 第 二 園 に 於 て 明か な 
ANLo 

PaaS ¢ AAR & OBEFL—ARIC BETS 不 規 則 に し て , FIC IAB EO 
BR RIL FEM STI» BROMMB >] その まま 境界 と し て 現 は せる 
も の も あれ ども , 或 る 部 分 に PRR E SOE on 
L, Aa egelt BS lS FROMR 2 CIES CDA BTHEA CL 
RE SAKE ean HOA G6 SSL 
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之 に 反 U CSS ¢ BURA L OFD RIAA ICH T 明か な る が 如く , 
FREE T OGIO IL 石英 の 結晶 外形 に 支配 せら れ , HESRTUID BRS 
第 a 


x 60 
Z. Amenme C. ase P. setae Q. 石英 


RIKBOMR2ISRLIKAZDARALERXRREDS 

BL Co OPABD & RIN t OBA 25h IC, — AIS SEAMED hh FA 
ROR GWT 2 SAL, & Ollie & DAL ¢ AMEN AE OT 不 規 則 な 
る 微粒 に 分 離せ ら る る に 有 反し, BURBS PC LSA ES (CRU Fe RS, 
僅か に 極め て 徹 量 の も の が 稀 に 存在 する に 過ぎ ず し て , Mid & 何れ も 微粒 
IX UCR GS CREA DBR OSLO LORRIAB AU CHA THANE L 
て , FEED BSI Pp ees: Bt SAD eR Us ZS 
OPERA HE Ck AK RAE Gt, BCDB に 於 て は 交代 作用 
を 最も 激しく 被り 5 た る も の に し て , FC GMO IG & iM e AOE LK U: 
稀 に その 小 量 を 残存 せ し む る も の の 各 し 。 

x ODES ¢ DURA ENR t OPAC BLS Clk, PAIL 概ね 在 消 な る 境界 線 
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ick O THI SBCE < BAER, その 唱 出 順序 の 不明 な る こと 多けれ と ど , 
Pl= (LIRIIED BRAM 2s S KO OVA EGS St HO, 更に SG 
SAME D PYRE PSO JA, BIKA t OERFRMIWO T il < PRR LTS 4D 
HOT, SP ABO I AH SK Bt LCs LOBED ETH Ze SHRI T 接する に 反 
L, 処 部 の 石英 と は 複雑 な る 境界 を 示せ り の 。 此 場合 に , A UST TDRD Dae oi 
左 より も 以前 に 品 出 し た る も の な れれ は, BRIRG & OKGRL UMOSTEIRD 
如く 共 境 界 線 は 石英 の 結 品 外 形 に より て 現 は さる べし 。 RBIMBA CIE | 
a PAID Bee ACL Chih Lic SR, 黄銅 喉 が その 間際 に 沿 ひ て Bl a at 
WE AER LID EST EMBL UC, HEGEL PAREN KO も や や 遅れ て 
mi SCERARTEDE Do 

Ty GRE TERR BE TE > 2s < , SEGBET SWS T & PORE SABIE SLL SEGRE ED (= A 
Me UCHR, RIYA Ee UCHR SAA & ARIA KCAL 
出し た る も の の 如く , NaRS bOTRARE SRE S 形跡 あ ゆり 。 こ の も 
O) E vee ¢ OBNAIL, 肉 目 名 座 の 場合 と 同様 に 方 第 確 中 に は Ze < TEE 
を 含ま すず, HG § PUR SAME L TEPRMO BAR LCS LHS 

CARE 


HFA MEMRAROKAMSE 


Ses: om 津 AG 
Gay ff 場 B 
Bet OT AR Ee 


ie = 
WET fil 22 RE SALES OMS ART SIm> 古座 川 の 下流 路 東 西 に 走る 流 
BU, 石英 粗 面 岩 の 狭 長 な る BINS RDS CHS Fo JM 
BLS し , 東端 は Time HAV CEE Me eR DS, BIS 束 す や ば 
SWALSEIS HAY CHOSE IAAL, HRIBEO THBBL Se INNK AEH LCI 6 « 


\ 
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本 岸 の 太 地 附近 に WT SLOW, 著しく 風化 し て , ICSE o 長 
BEROBR 2B DAK BE LIES & G40 COBRA TLE BREA 
ORES SWIFED HO, MAMI 4 BBY BO WEAR BARE It AS 
Wal k O CHa, SERGE AB EICSE § BRE GSS LBS 6 

以下 余 等 の 記 逃 せん と する 石英 及び 共 母 岩 は , 本 間 博 士 の 好意 に ょ り 筆 
者 の 一 人 (S. KK.) に 恵 異 され た も の で , 共産 地 は 和歌 山 騒 東 誠 婁 郡 大 地 で あ 
Do 余 等 が この 興味 ある 研究 を 行 ふ を 得 た の は 全く 本 間 博 士 の 好意 の 賜 で 
HOT, COIL THB OBPRT Bo 

本 岩 に 謀 す る 前 研究 者 の 諸 訟 

本 邦 に 於 いて 始め て 地質 療 奈 調査 を 行 つ た 時 は な は, この 附近 に BES 2B 
PEBEAR (L498 BBE & UT 取扱 は れ た の で ある が , 改 大 築 理 捉 土 の 調査 

(th SO Wi =t+ CAF BT OMS alee EBS kL, 炊 の 理由 で 皆 石 英 粗 
is & HRU CIES 0 

AIM a, MUS NEALE, WER, BEE, 流 理 質 の 四 種 と 成 

So H'PHALA OL OME BAL, ME ARRALMENL&EORHER, 

HRALBEABAG AUS OE LI IK PS CW) DIC HS =e RES ICO CO BEML, 石英 

MMA Le SSR OV, HRMS SPRAY’ oOe HV, is これ を 

周 邊 に 置く 場合 多き を 見 れ ば , RHA OMBMOMSLE’, ~HOR 

FUWFSRE UCHOAAMUVUEEOMS SEU CBT SK, MHALRHOHE 

GEIGER IC FEC BE SL OLS<~Lo MUCK LORRI 

粗 数 質 の っ ゃ の の 周 邊 相 な り と す 。 

REE ORS AX, MWHOL OL BSW PEA BAT 流 走 し た 
の で ある な から, 火山 岩 で あつ て 深成岩 類 で は な いと 言 ふ 様 に 推 詩 され る 。 
不 整 合 に 「 凶 ふ 」 と 言 ふ 字 に 充分 適 党 の 意味 を 持た せな けれ ば , 本 岩 が 必ず 
し も 火山 岩 類 で ある と 受け 取れ な い 様 で ある 。 熊野 川 流域 に 於 ける 石英 粗 
MADOAR ET, 古座 川 流域 の 狭 長 蜜 出 の 岩石 も , COC PW MAS 


1) 君塚 康治 慎 , WER, 17 4, 3 4K, 171, HAY. 
K. Kimizuka, A study of potash-anorthoclase from Taiji, Jap. Journ, of Geol, & 
Geog., vol, 9, 1931—382. 


本 314C20) a a a a ae uy 372 


EKBBAABA TRO RICH SN So THC ORBOBAI IL BURA 
と 粗 粒 質 と 二 種 あつ て , JPME Cu L RLU CIG So 
PRA O WA EMER EIS 記載 され た 毛 に よれ ば , 古座 川 流域 よめ 
更に 東方 大地 及び 森 清 に 連なる 石英 粗 面 岩 は , BH ze A CHE Ur 
岩 有 賑 で みる と 明記 し て 居る 。 RMB: KFS+-OM < SHOARAMA 
を 認め て 居る が , 二 種 の 成因 的 闘 係 に つい て は 明記 は な い ぁ 。 AUR Cai 
DRINCHASEG THES 5 SICH S275 6 即ち 

ESOL 4 URSA PUL RR A DELI St kU RV. 岩 脈 と 頁岩 と の 
PAGWBIC SOT (AAS 3 BEM EATS BLL MLA > DRY ICE OKIE 
BMT ARAB LT IS 6 
EMS CHG So WILKES DS SAPS 47 lt SIS EE Ure & 
の だ と 言 ふ た こと と は 異な る 結論 で ある ど 思 ve 

本 間 博 士 の 研究 の 結果 は まだ 公表 が な いか ら , WIT MUET SI Elk 
出来 な い が , 同 博 士 の 私 信 に ょ よれ ば , COMED BELO 大 部 分 は 殆 ん ど 
WHOM S LFS SBR ARECAAIR OC, Lee AOT 路 々 平行 に 貫入 
し た 岩 用 が 粗 粒 の も の で ある 。 ASHLEE BER O WE OBS 
Do BRBLT SSE ORAM ORMAMIC AZ N3CHE5LDF 
祭 を 行 つ て 居 ら る る 様 で ある 。 面白 い 一 つの 見 解 で ある と 思ふ 。 

以上 三 研 究 者 の 意見 を 通 観 する に , 古座 川 流 城 よめ 勝浦 洪 に 延び て , FR 
長 の 牙 出 を 成す 酸性 火成岩 は , 二 種 に 分 た る る こと は 皆 共 通 の 観 符 で ある 。 
然し 大 築 皿 士 及び 董 塚 好 士 は 共に これ 等 二 種 を 石英 粗 面 岩 と し て 分 類 し た 
(BU, 本 間 博 士 は 粗 粒 岩 を granite porphyry と 分 類 され た 。 こ や ね 等 岩石 
OP MORIAH, PURPA DS 岩 脈 と され て 居る が , 大 築 民 の 記 
Bik CORBIS Ca it low) と も 解 さ れる 書き 方 で ある 。 

要する に , か く の 如 く MOTI T 研究 され た 岩石 が ) HBBE 
火山 岩 の 特性 を 有する か 或 は 深成岩 の 特徴 を 時 する か , 換言 すれ ば BRK 
面 岩 と すべ きか 花 内 斑 岩 と 分 類 す べ きか の 一 つの 手 抄 を 得る こと は ;」 理論 
岩石 皿 上 か ら 言 ふ て も 赤 應 用 方 面 か ら 見 て も 大 切な 事柄 で ある と 思ふ 。 HE 
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A x Sh BEAD 43 2 BEL OCDE Fah x18 


18 


x 


B RARER TUT SCALIA © FALSE SS TL 
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(ACH TF 1-25 FAD BOD WTR eS CE a AIR eR LBL Ut SB & 
EVER THU BSNS HC Se Bo 基 理 由 は 後に 記 逃 する 所 か 
ら 明 か に な る が , 要する に 余 等 の 研究 で は , 上 記 の 問題 の 解決 に 習 し , 造 岩 
物 の 研究 が 如何 に 重要 な る 役目 を 演ずる か を 明か に する こと が 出来 る と 
思ふ 。 METIULAEO BE 2 MT BROMLEY 6 AY BORA eH 
HLL SEDCH Bo | 
BMKAZRUBH AS 

PRBLOMMIT LIU, AY ROB OA BCE L < ABI BE 
上 曲 を 得る こと が 出来 る と 言 ふ 。 本 間 博 士 の 私 信 で は , この 地域 の eA 


第 Kt 


x 60 


は granite porphyry と UCHRMILAL THR So ATTA O MBL S ttc BE 
OUERLAO MELD K PREG Ail L し て ある か ら , MMPLOTEMBE 2 Hep 
(LA Tl§ SEO LH S240 SRAOWMH LIE O BIRD lc. BS 
園 A に 見 る 様 に 斑 其 を 早 す る が な , BILLA ICHAL CH Bo Heit LORD 
ら 5 見 れ ば 人 花 賠 斑 岩 或 は 石英 斑 岩 と 言 ふ て も 開 支 へ な いで あら 3 。 BAG 
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OMIT CHS 2 t LA ABAKOAD 6 lt BHM b HES BC ERE 
する で あら うう 。 RiCHAMORBLS AMR CH S LNW LTH ABS 
ete と 同一 に 取扱 ひび 難い ので ある 。 導 に この 場合 に は これ 等 の 講 性 損 
wie UTCHPSIET S38 CHS LE Bdo 

地表 に 流 走 周 結 し た 石英 粗 面 岩 の 石 其 は , 太 地 産 の 岩石 の 如く 一 般 に 粗 
竹 で な いこ と は 青々 の 認 む る と ころ で ある が , 明か に GRAMS tBu~x 
SAO HIS & FABIANO HEPAT SLODHA So MPL IE 
PLES 4 CRAKE Pil, 多 敷 の WPRAO ABD H SDs, JE 
FISH BAO SS LOD HS (AieFlel Blo LOKRVRAD AMA: 
DEMERS DEM Be eZ RAT LL AIL CH So 共 中 に 上 記 の 多 
BOK BB EACH SODCH AD 6, KiURBOMNG BAEEMO BEC 
周 結 せる も の か 牙 は 火口 上 部 を 被 ふ 既成 岩石 で あつ た 管 で ある 。 BRILAG 
英 粗 面 岩 と 分 類 さ る る も の に る も 本 営 粗 粒 の 石 其 を 有する も の も ある の で あ 
る か ら , この 程度 の 粗 粒 で 直ちに 花 則 岩 質 斑 岩 で ある と は 断定 出来 な い 。 
BES SIMD LAU OIH= PAP ze aH LG Rie SLI UK DCH So 
AA GMBOR SEEN Lot, KNBOEMA 2 eT Hk ABD 
UCHERE PAT OD, 深成岩 の 石英 中 に は これ を 有 し な いと 言 は れ て 
IB Do 

REL BBP O BE ih AEE BAS ASE PO ERS RO Cl S 
が , Ee b DCRR OFS IL KI ROVRRAD DH BEE x BB 
の みな ら ず すず, LRBBIRS DOWNIE RO Cte BES & 7 
4 Fr BE EO) BED ARBRE E(k GILO aT TALEO TIE BOSE RD UP ERI Ze 
も 示 唆 する こと が あり 得る と の 結論 に 達し た の で ある 。 FBR ARMPK 
ICLABAULTHE Jo 

A ACH PORK RO RH 

1 COPPER BILDER 2 BES 4 0 
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HEB BO AAMIL Ay R (hexagonal)'? (2 BF So 

3  lmmnmpeaans 
SEL, WAMBO SE AAO A O NEES So 叉 石英 が 高温 
ae Sei SHINEE NOS WOME” AS Bo 
Vs OME VS BE IMD K & XO HALIM TS o 

4 MEFRO IO STP la AIC KO 873°C を 通過 し て 低温 右 英 に 
移 化 せ る 場合 の 容積 の 人 委 毅 が 基 生 成 に 原因 する こと を 指示 する も の 
で ある 。 

Z 石英 斑 岸 ( 花 風 斑 岩 も る 含む) 及び ペグ マ ャ タイ ィ Nilsen 

Ht & UC RR ATU To WORT.” | 

2 Si Re OS 2 ER OIE ne 

て 三方 系 に 属し " HAS SILMAICILL THUS NO? eS 2% 
と する 。 

3 LOGON EC BES 4 F—74 4M BSH AR の 形態 と 
LA BRIS 6 GEES So WG SHO 17 1E DEA Ae WD I PERI L 
は な ら な いと 参 へ られ る ぁ る 。 然し 包 裏 物 の 多量 の 場合 は 冷却 に よる 容 
FAO BEC IRS © OAD 6 MERE % ST SBS ILI < 


—_ 


heise’ 
4 Na SH AIL AS RO) A MRE 2% 5T3°CIA F & PGA ZL DA 


1) RTE, 高根 , 待 場 : ABN ERK © GEE OSE RAZ, ABR, vol. 17, 
No, 5, MA 225, Pht ltl SRB. 

2) RTE, TL, FES P- 7 4 RAEN AER IC AS 3 ANE om BBE, a, vol. 18, 
No. 3, MEL 128, ppt le] SRR. 

3) om, 河野 , FO RRs 十和田 牽 流 絞 岩 質 凝灰岩 中 の 雨 備 で 英 , vol, 19, No, 3 
HOH 238, [Hf [ei] BRAS. 

4) |al_t 

D>) Ik 

6) mE | ARR BAKA IP © PF — 7 4 KEAN BEM OURAE UGE, vol. 18 No. 3, 
xO 148, 附 園 . 

7) 同上 , #7 151. 
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At 水 fh x 9 
AWE ARO RMR oP -— 74 HEE BSE ONE 
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a Ai OR DR OR 


2H 378 


> 


Lie 
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Hi 2 OPE OD EAS Aa BE in AE CF PO) IRR HEY ULES LOMA 

る が これ 等 は 更に 大場 合 場合 に つい て 逃 べ よう 3 。 
BROVKRHE ME 

AS i BLO) IEC TG (= WS & RFF OIE S 約 lmm © NK 2VE OD, これ を BARES 
PF CET OL, 第 武 園 に 見 る 様 な 六方 系 容 卓 中 に 充 さ る る 4 RPA S 
こと が 出来 る 。 こ の 性 質 は , 前 に 記し た 様 に 深成岩 中 の 石英 に は 見 られ な 
い 現 象 で , 本 石英 が 高温 石英 と し て 上 唱 出 し た 事 を 謗 する の で ある 。 換言 
AUUKHET BAEK OAUTH IIA KOTMMULL EL OCHS 

同じ く iti HE creek UT feet bo, La kor-744 OH 
OPSENE ZIRT St, BBL SRC AL UTIL SAMAR ie 
比較 的 大 で あつ て , HMO BR 4 PROB SUE 0 其 れ で ある か ら FRA 
見 る 第 一 種 " の 如く , 結晶 火山 弾 と し て 拠出 され た 念 冷 の も の で は な く ), 
火山 岩 中 に 於 て 比 潜 的 徐 准 され た 類 で ある 。 

AAO ASSES SABA ILS C, 第 四 園 の 如く , Ca HPA”? Ze 
OA RAKES PO BE? & CT) RRO ARM 2242 L, 高温 より 火 山 
BYR O PE (2, 873°C を 通過 する や , GIBOAMOM ICI, WAGE SA 
に 和 泰生 じ 。 F-27414 FEE OLAEM eS BLKO CHS 

DS MR CARUE, 本 石英 の 成因 が KN GEOG ON TS SIL, MIE 
を 容れ な い 所 で ある 。 

更に 一 歩 を 進め て , 本 岩 み 右 基 が 相 党 粗 粒 で ある 原因 が 共 中 に 存在 する 
BENE DO RIBS LEO DEBACLE CHS0 RUC ORE 
WCE HIRE CIEE S 現象 を 認め な い が , 078°C DF ORE CH 
WD4TILAIS LGNT MG ERS VAS BHR S Wit OOD TH Bo 
Be O) > AE ORES CLK ae Cb HARM EL Cini S Oa aIE 
BALE 573°C PAP CH LIES & OLR TE る 。 

1) 前 出 


2) BUM. 
3) 前 出 . 
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AS Hse ek 730TH EP) LA A SOLO BSAA Ta DR 6 BBE LCs 
EIKEBAOMUT ST CH S0 2 OFAN 2H UK OI Ua 7% SIR 
に よる も の か は 今 は 不明 で ある が , HMR L CHET BC LIL 興味 ある 
問題 と 思ふ 。 


本 間 博 士 は 本 岩 周 結党 時 の He BATH SSS LORCH SD, BU 
同 地 域 に 深成岩 或 は 石英 脈 等 を 成す 低温 石英 が 存在 し ; ASAT EEE DS G~ 5 
る る 地温 上 昇 以 前 に 存在 し た と 座 明 し 得る な ら は ば, 同 低温 石英 の BAO 
WESC UL Wn EDEL HE 7 SANE UL HS LOLEF5RGo0 又 同 地 第 三 紀 


居 砂 岩 の 右 英 の 研究 も 同 問題 に 鯛 る べき 資料 を 興 へ る の で は な いか と る も 礼 
像 され る 。 


Asse Ep hl PIC ASA PA a» DAS — OAR e Mure, その 手紙 で 地温 の 間 題 が 移 ネ 
Wid L ROK, CR est Lieu & Ss 


AWS URBAO—MB It AASB Aaj Se LANGE SRM SRKLD 
で ああ Do ae x fa) Fic Sar し 深謝 の 意 ise 、 を 表す Do 


BRERA RO ECR T 


Ma: oh 津 仮 頑 
Mes K KR — 
ss 1) 
既に 余 等 は 苗木 産 石英 に 就 い て 二 小 編 を BEB Ht RP cit ee 
eae ICH S A F—7 4 AMEICHEL TCHOT, 第 二 編 *^ で 
煙 水 上 品 が 長石 中 に 存在 し て 居る 部 分 の ドー ラフ? ィ ネ 鱗 品 を 特に 注意 し , 時に 
石川 産 文字 花 内 岩 の 石英 中 の 同人 衣 品 と 比較 し た の で あつ た 。 本 編 に 記 逃 す 
Pia, tk Ph SO 明か に 後期 に 結晶 し た BBCI ABO AG KE 


1) 示 準 及び 大 森 , AAD WIRE 18, 138~154, HF 12 年 
2) 草津 及び 大 森 , BADD RS 19, 303~317, 1390 13 年 ie 
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HRA Bp OME BBEOMEC HOT, 其 姜 達 が 叉 煙 水 卓 の 場合 と 上 比 し て ae 
し く 異 な る 々 所 ある を 明 に し 様 と する の で ある 。 

CES BSH WSC, 苗木 煙 水 卓 を 被 ふ て 透明 或 は 和牛 舌 明 の 無色 石英 の 交 
達する こと を 輝 べ た 。 こ の 種 の 石英 は , Mokdhk O RWOMECHS OL 
LINEAR CH SD) HALT る 時 の 條 件 に どん な 差異 が あつ た 
か は まだ 明 剛 に する に 至ら な い 。 然し 煙 水 品 が 長石 中 に 共生 す る 部 分 は , 
TERE EEO 残 沈 溶液 (residual magma) Bb <7 + 24 b AMEDD G 完全 落 
ANI S PGB eR DOOM LK BDCHS TC LIAB ARS 
れる が , 煙 水 上 品 を 被 ふ 白色 水晶 は LALO (LBP & RE SMO Ac RAC 
SPT UE DER GNSS 即ち 揮 開 成分 の 一 民 富 ん だ ; BRS 水分 

量 に 富み 温度 も 一 居 下 隆 し た 基 態 に 於 て 卓 出 し た も の で , ARIE BN 5 
れる pegmatitic stage よめ 次 期 の も の で あら うと 志 ぶ 。 


Ss = ff 


RE : 


(Leave fuel TE) 
0 70mm 


この 種 外 被 石英 と , EMM ONRABILSEI SBD 成因 的 に は 同種 で ある と 
思 は れる , 相 党 多量 の 石英 が 苗木 か ら 産 する 。 そ れ は ihe RON < 4 
ィ ト 中 の 容 洞 の 壁面 に 坪 岩 を 被 ふ て 群生 する も の で , AGO 研究 様 本 と L 

て 得 た も の は 長 さ lom よめ 3cm fp KS 2mm よめ 10mm firs fat 
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第 at (A) 
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FA i thy 4 


dj x5, e€1 X55 


BK CH So CORI TC HSER A: CHE BBE O HKRE BH 
宗 し た 結果 は 次 の 欄 で ある 。 


B ER 
in in | に 合川 U tc doit は 第 a mil | に 見 ‘4 Rice 3 2.6cm, 横 10mm の も OCs 
= dee DUD SEI AAS HSS BEL 共 各 の 一 面 を HF 1c tL 


1% Ole All 2 be で ある 。 MAA a1 乃至 e+ LC te RMI x Ht ss 
HC, az 乃至 e> LOO EM 2 更に 約 3 EK L, ROME 2 行 つ て 


MERLE IA2e WDC L, これ を 白紙 に 模 宮 せ し も ゃ の を 更に 寅 物 の 約 4 倍 に 縮 
BtALDCHASc 
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ae aa 
LIOR EO RMILD 5 CAI Bde 5 Eh SERS SL SHH SC & DH 
られ る 。 B-AAMAOM SCD WES F—714 +S, BoABE 


AULD TFT HEAL CH Bo 
i — 74 FEET は 前 報告 に 度々 記 じ た る テラ ジル BBG EN 
CIRO BIBRA BEPC PRES S 4% OMY T DAE DANS BC ice ea. 


HA 
AU a 乃至 e に 見 る 様 に , 本 石英 中 に は F-7 4 AHERMO Beit Mk 


B X3.5 


1) ER OK Re AAD TR RE 18, 138~154, 昭和 12 年 、 


j ig Bee mo 5 避 x + 327633) 


Hi OG Oa KOBE & HAE, 3 ADS 見 られ る の み で あ 
So CRUCKUL TS Sr SE THIS AS ORGIES RAK 2 te LD, SEB FET 
CPT UCHHEL TES 

TPS WEEP EO NEE C, 吾 人 の 注意 を 惹く こと は , 其 排 列 が 三方 的 
NI 
© Wim BLANK PEE LIS RBS ZEODLEBAT ED MAA 

mM & KH BRO BA 

PH REE ith Ae WOME] D BH ER Ze 4A S 4 FF (LILA GET SPR A2 
eI CREB eHOK Sb, SHORE CE LCN 明か に する こと が 出 
RISD OTD, Hi O be CDN ST EDMAS’ & avo 

2 @& 8 #8 

FH Mel aH e を 見 る に , ABRDO MRO AIL HAYES PTD Bay 
Hr 2 WINE 6b LB So BAOFAZEOMEBIK Keg, 火山 岩 と 深成岩 と 
を 問 は ず , HPO AEM ay & OC A aaa PRS ERR Ze CC ts U te aR Uk 
DS OMS Raphi BIE DOKOCHSD, ペグ マタ イト Wid POR 
WI) BE OAS = FPS. EB Pk, WE 2 OD 構造 を 早 す る を 見 る の 
で ある 。 ROWSE SPINS BG oe 6 BENDA ATT Lk 
出来 な い が , BokAY Chydrothermal) ALD § Ol. 2 OED A L 6 PRET 
PILED SS SOD. BIC KROWSE VR Cm S SPD dd SCH 5 Sv0 

BKABMWEHD HKE 

SZ) A (SL APRA GOI 2 RBUBD AARC CIE Bo S 
Oe Sa nN 
達 過程 に 於 け る 物理 的 及び 化 幌 的 裳 化物 語る も の に 外 な ら ぬ 。 こ の 不 遂 
明 部 の 分 布 短 態 を 一 層 明 か に する 劉 め に 結 品 を 主 両 に 洪 ふ て 絡 断 し た も の 
PBB BCHS. COMM CHARI, BBD 分 布 は r+ 或 は z 面 及び 
m [ARC EFT IC BE CIR So FL AEE eC RE Lo TRO 
透明 部 の 主軸 及び HS AY AERIS LES 3 40 (CBT 2 CHOMSKY 
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20 佑 で あつ た と 言 は れる 。 


, BRD POR BOPRREE 


CRUE RIO) EU Cid, まだ 研究 を 行 は な いか ら , Wie Mey 
は 


る こと は 出来 な い が , 気泡 と 液 贈 で ある (第 四 園 う 。 こ れ を 旬 蔵 する 2 


ag 3 | 


第 py Ss 


三方 的 (trigonal) で ある 。 HIS AHIR D AE we Id 573°C 以下 た る は 勿論 で あ 
る が > Hi — Je Wim Cd OC hydrothermal_stage に 於 ける Awe LE BAT 4 3 
支 へ ZWOEEC HS © 


< DELLE HMA SB & #9 220°C で 気泡 を 河内 する と は 80 年 前 に 


a 
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於 ける Sorby” の 研究 が 有名 で ある 。 然し これ は 加熱 中 に 気泡 の 消失 する 
ASC: 加 熟 後 冷 却 す れ ば 気泡 は 再現 する か 或 は 加 熟 温度 が 何 度 で 気泡 は 
冷 到 し で も 出現 し な いか 等 に つい て は 研究 され な か つた の で , 余 等 は に れ 
等 の 馴 に 開 し て 今回 概 測 を 試み た 。 猫 一 居 精 細 な る ぁ Be LS AD, 
だれ ば 更に 穫 還 ほぼ 護る こと に ひりひり た ら 6 

SOB be Clk zw St) 5mm の 苗木 無色 水上 高 か ら 厚 さ 約 1.5mm の 許 面 に 
條 行 の 板 を 作り , 基 中 に 存在 する BED を 加熱 前 に Bi cio, MBURA 
WURZOILOS BiB IROT, 包 裏 物 に つき 比較 し じ た の で ある 0 こ 
れ 等 の 結果 を 表示 する と 第 富 表 の 和 様 で ある 。 


a = 表 
"| tee | tk | te |_| ti A ua 
eee | ae 物 a 4 物 
; | aoa sc wea 2 Ze |. pa e < ‘ 
ee TO て TE SE Nica BO SAH Ce EBT. 
No.2 250 ” ” ” 
No.3 | 300 ” . > 
| No.4 | 850 6 ‘ {RUE (ei ICAP % BEE Ee AL- 
| (XLRI ILA CO OBS. 
No.5 | 400 » ” fev ATES ORBBUC DH 
Bs 
No.6 | 450 ” » ” 
ong 500 ” ” ” 
| Nes 550 ” ” ” 
| | 
A EE " 気泡 は 見 えな い ・ | 
1 | 


Fae Fl SL DERIK 220°C か ら 600°C 迄 の 9 の 異な れる 温度 に 各々 30 分 
HO OMALL AEE CIL) 気泡 の 見 えな く な り め 始 め た の は 350°C CHAD: 
猫 筑 泡 の 見 える も OME HS_ 400°C に 加熱 の も の は 気泡 の 見 えな いも 
の が 多く な つて , ERED DS Be HOS LTE SD, 5502 じ で も 未だ 
握 泡 の 見 える も の が あつ た 。 然し 6002C で は 気泡 は 例 * 見 えな く な つた 。 
即ち 5783°C 以 上 で は 短 時 間 の 加熱 で る 冷却 に よ つ て 気泡 を 生じ 得 な い の で 


1) Sorby, H, C., Quart. Jour, Geol. Soc, London, 14, 453~500, 1858. 
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HOo Cave cwPHNe KO CAMS BLL EO OU Be RO Tb 
DEBTHO Eth so 5 OB Me RSME OE FES に 近い も の と すれ 
ば 猫 長 時 間 の 加熱 が 必要 で ある が , LRIAKA AB HL BS. 叉 加熱 中 
(SBME Yt RAE LEWD, これ も 恋 後日 の 研究 に 譲る 。 

BES ICL OPEC BIRO 気泡 を BE LS 石英 が 400°C (=H 
加熱 され る 場合 あれ ば , ICAICBMED HE O MAH SI LAMMCHS>o この 
Bk tO BROCE BHM OBE GAS SHG BE SIRE 
る も の と 皿 ぶ 、。 


APSE ICSE Ut: BIN O—Bid AASB he HU FG DG A S arte & O 
で ある 。 RMI UBBORPRT So 


Gow GO th MR 


mem: ql ZEA ii 
aes 1 2 WK 


$% = 
RKO A CHE NIAS & O MITA-AE IC BREO'A GROVE % RE 
で 種々 の 温度 に 加熱 し , SERRE B= OU COMBE ATO EDD BP, 
ES & TERRA O BR 7s J ICRA, AO tg HE WIC EC 議事 意 の 如く 
な ら す , POMEL ATT SOL DMREDOKS Hit BE UE 
握 嬉 で は 試料 の 酸化 を 防 ぐ こ と が 出 来 な か つた の で , その 報 文 つ や の 中 に も , 
以上 を 概括 さん に , ARIPO RK OBS Ai HBR ke 3 ae 試料 の 酸 
化 を 防ぐ Bae THES UY LEC LC. BoB A, MOA, SRE oO 如き 鐵 
BIC DS MMIL, HEB ICSE OC DIRE hh RAE UCAS Be 
し 得 た る の み , KEIRA ZERMO ZKIKE VY, 是非 共 補 は ざる 可 か ら XS 


L) PEER, JRE ae hs il fa — DIBA O SETAE OTA, JU EAE 
BS = TA, 57~83 H k8 
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ease 

tS TAWKo 

爾 來 約 二 十 年 , 他 の 講 研 究 こ 忙殺 せら れ , この 希望 を 衝 現 し 得 な か つた 
ME ROSE, BARCEL ROP BSHO in eit T, この 懸案 の 一 部 
を 首 現 し 得 た の で , 牙 に 越後 米山 及び 信濃 聖山 BOW HUT 


行 つ た 宣 験 の 結果 を 報告 する こと と し た 。 

但し この 次 験 も 猫 ほ 設備 が 十分 で な く , 全く 酸化 を 防ぐ こと の 出来 な か 

DIZDILIRPR CH So 
ZO & 

Kw SBOE A % (SEE KIC ML, COB AAI BIA, Ze 
AB FE Pl Ate KY プ を 以 て 管 中 の 容 気 を 十分 排除 し , ほぼ ASIC 
FED 6 LAT 8 O Be ARAL AR, これ を 所 要 の 温度 に 所 要 叶 間 熱 し た 
WMO ASF Fe Sl BAP UL Ta Lb Ro MS UT 得 た 
AOL MALEDORWO—P et PHC LUT, Aw RUT Wh 
Lk OBL eB Ue 

此 の 石英 管 の 一 端 は 融 后 され て 居 め 9, Weimit OR AEC OR > 7S 
DIS, PRADVRAR RID LOTTA BSA CMALKB OD, TH 

量 の 容 気 が 管 中 に 潜入 し た 場合 が ある らし さく, MMLKCM Al BEUT 
RA COEDORRs Rta uO S ines ate 
BED SEBRIC HAT, 1250°Cl= 1 EAL RICE POW eME LEO 
i I 
る や うぅ BMESAB IR し て 居 つ た が , Cad OME LW BIC eR 
石 も あぁ あつ た の で , 加 熟 中 に か な り 容 気 の 潜入 し た 場合 も あつ た と 思 は れる 。 

MUS LRT AKO, BRACE 加 和 熱し て 見 た が , MO 場合 に 


dat) — 


は 使用 し た 窒素 の 純度 が 問題 に な る が , 兎 に 角 酸 化 の 程度 は ED On tele 


1) PASSE PSEA TES VERE OL ので, TAKA CAF HK =) 
産 と 云 は れ て を る を % も の ・ 
2) UR MARANA, Bi 7 ie. 
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見 られ た 。 

この 様 に 不 完全 な 寛 験 で あつ た の で , BUG ICBUIL ABE & COMBO 
温度 及び 叶 間 等 に 正しく は 比例 せ ぬ 様 に 見 られ る 跡 も ある が , 此 等 は BO 
く 主 と し て 酸化 の 影 結 で あら うと 思 は れる ぁ 。 

KE aOR AANES 

AOKI ED HWE IS Ol CRT AWE? 及び 瀧本 WA © HABE 
が あり , 最近 に は 久野 , 佐渡 両 帳 士 の 研究 が あり , 2 OFFERED WT 
に 就 い て の 閣 祭 記載 は 既に 此 等 の 論文 に 詳 輝 され て を り , その AMBNOWE 
究 は 余 等 に 依 つ て 行 は れ を る 。 WAL HAE (LIMO HE MRALART B (C 
際 し て 必要 と 思 は れる 事項 に つい て の み 交 に 簡 に 記 輝 し て 置 ぐ ご と と どす 
Bo 
RSE ILO A OWS 2B LT LORD BIL RAR MOB LD 
EL REWEO /\VEDA BABE 6 AUTO T ATIC ACPI CHS LETC 
db SBE” 

(100) RU! (OLO) tc EAT MC ILO RHEL k < SLOW OD, 多 
§ DBE ba CHE HSRC I OT, (010) HOW Cc Zc の 角度 
を 測 つ て 見 る と 約 45° 乃至 43° fie CH So : 

x OD SAMRAT IL LEE SHS) TEHID SE GAOT CIA) ¢ RRC 
FrABO TRC EB KS LGR So © ORE O titi ss (LAS REE IC RS BE 
で は 各個 の 結晶 に よめ 52° か ら 58° fre CHAD, 一 個 の 結 品 の WI kA 
BE IL 2° 乃至 3° RED LODE UIHOR TCHS. MULT COMDEO 


lL) 岩崎 重 三 , WRENS, $8 RAB, 62 貢 , 明 31. 

2) HRA, 地質 列 雑 誌 , 筑 七 巻 , 76 頁 , 明 33. 

3) H. Kuno and M, Sawatari, Jap. Journ, Geol. Geogr, 11.329~343.1933 —34. 
‘ 4) eR ERB, 上 円 潤一 , ARH) HZ, BU, 4a A ASA 。 4. 129~ 
32, WG 5. ; 

5) BHO —AGiRED IE REIS RITRDL AIC, OR DHE ZI@ WEA, OBESE, % BLA 
HER ORT AE ICRA LC 種々 の 研究 を 行 つ て を る が , REBRIN CME, 
c OF Sle] b その 常時 撮 つ た 鷹 紅 の 一 つ で ある 。 
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3 LOAD AL FEMI OA & 778 Ly S TOME L DAW ARICMLBE Dt ODES 
THORP 5 CHSo 

BLESS COREA IC IL ADIT AMEDS KC LGR ZOG KIEZIOW 
THU MMT So MOEA OM it (COLO) (2 2P47-C & RM (100) に 下行 で 
ile ee 
KOT EZ=EAAMO MOO MANCHA U 6h, この 中 , < 軸 の 方 に 上 下 に 
er 
TOOMBS LRA その 性 質 を 同じ くし て を る 。 


x10 


今 こ の 砂時計 構造 の 明貴 に 見 られ る 理由 を 参 へ て 見 る と , BEEOPRO 
や うぅ に (100) に 球 行 な 蘭 片 の 場合 な れ ば , <c 軸 の 方 に 上 下 に 並ん で HBS 
ZmOO HIKE, Z8L BRET MOAI AIM A THES 4 = OD 
INE DLORMAOKG YU 6 BILL, HO LPO MIMNCLCOR 
Me Es Ae TD BAD BA ROK HAL CHET € ORE RIO 


構造 を 示す の に 反し て , 左右 の 二 感 域 の 各 帯 で は この 現 祭 は fod CT ABA 


本 334(40) a A TR MY BR OR BS 線 592 


線 393 


i 
= 

NS 
oF 
= 


本 33541) 


one 
CS 


RS 


本 33642) a a ae 綿 394 


GC, EDM MBA EMU FH B22 L, COBRA ts IO eb Babe 
の 差異 と に ょ つて , COMBED AILOTRASZDOCHSD, 叉 上下 の Ils 
域 に は 磁 鐵 確 其他 の 小結 晶 の 包 裏 物 が 甚だ 多く , 且つ 此 等 が BO BRA 
造 に 下行 に 配列 し て を ゃ る の に 名 し , TEAM SIAN CI CORRE BED 6 
少く 又 配 列 の 上 に も 十 行 性 が 逐 し い , この 包 裏 物 の 特異 な 配列 玖 態 が 叉 所 
調 砂 時 計 構 造 を 早 す る 他 の 一 つの 重要 な 原因 で ある 。 WOH BE LOD 
加熱 の 影響 の 上 に も 現 は れる こと が ある の で 特に 記し て 置く 。 

RM 包 裏 物 と し て は 許 長 石 , BERIT 及び 標 村石 等 が 最も WSCA 
Do BBEA IK ILMRC Ih) 0.5mm に 達する も の も あり, これ に は この 確 物 に 
KSAT 7s Geet OBIE A LE OVEOT RS. MRE CHE UTIL 
る に , Hib LHI 90° 位 の も の らし い 。 BRBEGIAMEIC LIRA E 全く 分 解 し 
Malar OIL & EE DG 

APRIL < IL SAMBAC ALIA Gtr, 大 いさ は 0:lmm 程度 の も の か ら 薄 
片 の 厚 さ に ほぼ 等 し い 程 度 の も の で あぁ の, RERMABIOZ MRL 殆 ん ど 
eee SESE DA BASAL TCHS o 

in} © ODER FA) ORR, SATENQ ICC 6 2c TBM te TAR OK & 2 
STOR MAD HD So 大 き さ は 磁 鐵 確 と ほぼ 同 程度 の も の で ある 。 多 
く OS ARAN CHIT S D> 又は 磁 鐵 確 を 中 に 包含 し て を り , この 二 つ 
の 磯 物 が その 生成 の 過程 に 於 て 密接 な 開 係 が あつ た も の の 様 に 思 は れる 。 
WW SUD CD SD 6 MMO 75 DWH CH SD BBEN FED DAD MA ze 
か つた が , BS < MBE CH 565 & Baro 

BEA OF IARC RE CH EIS LA B TAS OT DBR O BS Ze uO 
Fi) Cy SUM OIEE Cit 8207 2% So 如何 な ぁ る 確 物 で ある か 明 で な い 
が, WG DY & SERA HAR IME CH 5G Sv0 

多 色 性 多く の 療 通 光石 で よく 見 られ る 事 で ある が , この 米山 産 の 輝石 


1) REL COMA OLED E AMMAR, © OMGIRABRIYO kw, 良好 
な る 結果 を 得る と と が 出来 な か つた 。 
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に も 多 色 性 や が あ る 。 (100) に PAT EMT O 示す 多 色 性 は 


< 還 に 下行 に ikea (6 
D iti ZE FF S RHA 
EG) 6 


EOE & (ZIZRIED 4 Ole MUKHHOLOCH SDE, 

mae te jae a. Our Cas 4 Tt BAAR |e 
im 2B DO ta B 

茎 に 述べ た や うぅ に, 加熱 し た BE OPE (CSL tp SBME, 一 見 TOM 
PAOD nS OMFG ILI AES, むし ろ そ の 酸化 の 程度 に よる と 思 は れ 
る の で , 次 の や うぅ に 酸化 の 程度 の 疾 し か つた と 思 は れる も の か ら 順次 に 記 
MSIL Eto 

酸化 の 現象 の 著しい も の FIL IA MOK MARAE R OVO 
祭 し た や うに , 容 系 の 存在 の 下 で 加熱 し た 際 に は , HAIL その 周 園 Bet Fi) 
目 等 か ら 妖 融 し 始め て 窟 色 の 砂子 を 生じ , ATE o> 部 分 に は 極め て 
fo HA 75 HE LILA ORR OR AMKO & OD MEA HS MMIC AES HS Ct 
AC RAIN LC HS 7: A EF HP US TAS = A UT OR ON 
72 HES” BAD LA (x BS EREME CHO 

SOBEL T b> (SIRO EW BLA LK MAD AOKD, こ 
AUIS RILGMEN HD 4 O EHO, 相 滞 に 酸化 作用 を 受け た も の で HEIL 

AYRE 150 BAMEO 1 lt OBE D (100) (2 (SIKAAT OWI CH So CS 
AIL MOP 5x, bane 排除 ck ceat eee 


1) PMH Lio Z fe PEKC ou Cd, DRIED ILRI ~ SMTA S B_ 1884 
年 に 小 藤 先生 は 伊豆 基 他 の 産地 の 普通 輝石 が 多 色 性 を 示す こと を DMs, Ze 
Quart, Journ Geol, Soc.40, 431~457, 1884, ic# He bNk, BOA A Se Ps 
HEE LISA CB EM ERS, CNSS EL OLEMADFT OPEKAS LOCH DS 
と 論議 し た を 。 LLB EAE L, FSA fie LVS A LE RAS ~S & TP ESE 
ABSAMERMPT CLG, 古く から 本 邦 で 認め られ て ゐ た 事 で あり , SA CH, 多 
少 ょ も 多 色 性 を 認め られ る 苦 通 環 右 は 決し て 僅少 で は な いこ と と が 一 般 に 認め られ 
do 
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加熱 し た も OCHS, COMRCALLORBEO LOL ED 一 偶 に 
相 党 する 部 分 が 示さ れ て を る も の で ある 。 

LICH BLE OPM RB AIKO & ODA DAMA OTS 
ECHO, HOMB LEO MEIL IST REMMI E YZ Bo HO MEER 
MARI ATS S CHOICE Ic MBL TH S lak (AD Citiloce 

OD RASHEED’ AHS 26 , IMNZUAIIS SOME HE O AHMET HO te b Hh Are 
Te ABATE [eS (B) で は 新 に 生じ た REAR AAKO & OD 極めて IE L ¢ 7 

『 な 配列 を 保つ て を る こと で ある 。s 

SUG OD JAE O SU SES AE OTA DAR, Ot OPIS BH AKO IH 
PASO ae TO AAS TAR We ECC So BA CIAO JA 
OD Meera L 7s BSS LEE BLOB Lk AUC hop ee Ce ATE CH 
Bo 

HUOBMUILOW Tiss 後 輝 の も の と 同じ や うな も の が ある の で , それ 
CR SDN SEES 

酸化 現象 の や や 著しい も の 上記 の も の ょ り の 酸化 の 程度 の や や 劣る と 思 は 
れる も の は 第 走 園 の 2 及び 8 園 の も の で , L2.h1 LMRCBSE OLD 
の 左上 の 一 偶 に 相 党 する 部 分 が 示さ れ て を る も の で , (EE (100) に 重行 の 
WA CHS o 

IEF ORE A ILO & O & RIC BR O 2858 Ze 十分 排除 し て 1250°C 
に 1 時 間 加 熱し た 後 , RAI CORP ORB 2 WOT Ol 水銀 杜 で 70mm 
を 示 し た 。 

2 RU 3 ILO 5 (oA 2s EHR L Bitte SREP AD 多量 に 生じ 
て を る が ,2 の も DCLHADARO FIELD RH Ghrtsio R2BO 

FES MAAS 8 NUS ATENEO K 6 SL G25 EIR Clk ARO BIC Bi 
DS Bit t RAM RMD b ODA EBERT LC 新 に BAO 2b L 
SECRET ORL DIR LTHS, LOMA 2 Ct Alt cae 
PRUE BO > 7 DOKMCH Do 
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此 の 2 及び SS の も の は 1 の も の より め の 遂 化 の 程度 は 低い 。 Ms HKD LOC 
すら 加熱 後 り ee RE eae 
ASDSE,LDLDIAO TAB OAD BEA L, 更に 烈 し く 酸 化 の 
RECROK BD E BND 

40) % Mlk 1220°C 1s 2 時 間 加 熱し た る の で , KA ROMNICHOT, 燃 
融 し て 福 色 の 硝子 を 多量 に 生じ て ゐる 。 

酸化 の 影響 の 少な いも の 5,6, 及び 7 等 に 示し た も の は 加熱 の 際 の 酸化 の 
程度 が 最も Wok ¢ 思 は れる も の で , BAH C 120°C tc 1 
AALTA OD & 9 OR IC(SIE CAUSE LAKME RARL TCHS 

MSKSOLOCS, HaORAROMASILWOT 僅か に 砂子 を 生じ 
た の み で 妖 融 の 現象 は 著しく な い 。 

FE 7s SBMEILHIA DO Ji Eh EMBO Jil 2 O BEE EE PC 
EURO EMU IKO & ODA SIL CAIT BSL ECHSo COBEN 
PRIEVE A 2 AAC S20 te tf BIRR US REI hb OE SHE ELDCHSDD, 
BEM C, これ まで は 記述 せ ず に 置い た も の で ある 。 

MAID 6TFEL C2 OKMMEAD 6 ZEB ORUIRO RIAD 24, の の 分 
HES ZR, DHL a OMAR 2 研究 し た 際 に も 認め られ た が , | 
[Hl OBES Ct この 現象 は 常に 一 般 に 認め られ た 。6 の 中 央 部 で は 特に 
栄子 が よさ 計ら れる 。 

炊 に 題 著 な 事 家 は 新 に 屈折 卒 及 び 複 屈折 の 相 党 に 高い 粒 短 の 形 の 小さ い 
確 物 が 新生 し た 事 で ある 。 こ の 磯 物 は 多く 小粒 で あり , PHOS EOS 
小さ いも の が 多い の で , 正確 に その 性 質 を 定め る 事 は 出来 な い が BG 6 AH 
PRAOHCH 55) LBS. LOBE b BILtUS ILE e OFIED 
下 で 生成 する も の らし さく, MRO Litt S RBEO PRD 6 
出來 る 場合 や , PRG OPRAINS KOT HR t Bidhe 4 Btls FE OL の の 
中 に 生ずる 場合 が あり , List O REDO AO PSA ARIS Hak LT 
y) CN し た 所 に 生ずる 場合 が あり , この 叶 は 7 OPRB EOBCH 
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BSP 5 に RUOBLIARD & OO Lic BROIL O, この 黒色 
OA (2 WMO REED EEO 4 の が 多 敷 融 在 し て 生ずる 。 叉 7 の ほぼ 中 基部 
LLG RSP FIC, POI ORAS ALD BS 0, HORA & Bik 
BEAERO Ahir t & O 成る 輪 と の 間 に や や KIBORMBER 2 HET SL LOH 
SoTL UP IR LOMA LWMNROBSI 6 HU, 3, 4,5 RO 6 F4alar 
OSI CSL GALS : 

LEA ICBOT REMODEL BAS & CORRE BER O Mire A CT 
を る 場合 が 多い 。 

800°C に 1 時 間 加 熱し た も の に 於 て も 此 等 の 終 化 は 僅か 逢 ら 既に 起 つ て 
72 Bo 

この や ぅ REMIRO DK LTP ILSLA % STA ED ME BS kh 
FRIS LOD DICER AZ DS, PDR BR ¢ TIL BPR EARLS 3 6 ofS 
DORMER SEO CLRE~DS4WSMS. COBRA MICA AOD ATE 
明 で な い が , IBS von PD ORD BED (= AERO PLB 22 FEA 
SODA We ML CH OK DS, weld © OBER 2 TRS. ERIE 
DFR LC OBMELPECAWODL EMR SiNZo 

RS Bk HRS ESE BIE BAR S HDS, NIC PDOUEAML 1 5 Ze Bh 
を 示す こと が ある 。 

多 色 性 多 色 性 は 一 般 に は 加熱 に CKO THN ABM ER Steve 吐 に は 
(100) [HIG © YS EAT 25 Dy DAS TRAE FOR MR DPD Ul OT, b 軸 の 
TAC S RA BICY L 6 HOSS ALOP PUY Ute LGD UD 
も 往々 あつ た 。 

光 角 軸 KERR C 光 軸 角 を 測定 し て , 加熱 前 の も の と 比較 し た が , こ 
OBVEEO EME 3 OFBRIA CHL 6 OB ME EBD GtrRDOKS 


ATH 2 Li HINO Mik AIOE ko WIE 
HY し 深謝 の 意 を 表す る 。 
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5382, Rhode Island, Sterling ft 
Ri RO Keilhauite Young, J. A. 
筆者 は Rhode Island, Exeter Sterling 
ZE hia Hila B® a DY & WEE S BE 
に , RAO RAC MS A & BILL, 
= OBR D keilhauite te S SEX HEH EV 6 
ARO RBA «= 1.848~1.889, 6 = 
1.870~1910, y= 1.943 ~2.032, seh 12 
2V =30°~40? に し て , HAHO «=1.900, 
B=1.918, y=2.060R% w2V =10~15° z fe 
WES SHRIC IAAI [aS BQ RAM 
果 は SiO。 29.85 %, TiO, 30.65, Al203 
7.32, Fe,O3 6.17, FeO none, MnO none, 
MgO none, CaO 22.37, H,0 0.32, YoO3 
+Ceo03 3.58, total 100.26 1c Lc, keil- 
hauite a> fb 83 x Pit (Cag, R/CTi4, R”) 
(SIO;)s Coc RY = Al”, Fel”, YM, 
Cec CHIE XB (Am. Min, 23, 149~ 
152, 1938)(-K#) 
5383. BraggitenR 
A, 
Transyaal Rustenburg 及 Potgietersrust 
WO ie ESR ARH EN A © 7 fe EE 
物 よ り ,X 線 的 に 人 工 PdS と 同一 の も の 
ERM V, CRKBWNHOZEMLT 
Braggite t @rH2 Vo TOM MD it Hey 
の 分 析 に ょ れ ば CPt, Pd, Ni) Sic UT, Pt, 
Bd, Ni othia 45325: 1.0 cio ぞ 
の 結晶 は 正方 品 系 に 属し , BALAK FB Ic 


Bannister, F. 


| 8 て Pt, Pd, NINDS を 含み , その HEF MM 15 


a6.37,c6.58A に Lc, “HRA Cn =P 
42/m (x C2=P4, te 0, CZ, Krist, 96, 
201~202, 1937) C4) 
5384, Riebeckite granite 中 の ac- 
mite Nockolds S. R, 

Mynydd Mawr の riebeckite-microgranite 
PICARD DTEZES 3 SB L50LB Ae Sq 
られ 居る 事 に し て , RIC ADE yt are 
ker に 依り 注意 を られ , 殆ど 同時 に Bonney 
に 依り 再び 記載 を られ , そら く ANA 
O—MitrS~LEM~KVG MHREAL 
《 し て Sauer は & & riebeckite な らん と せ 
リ 。 < OfUarker と Bonney に 依り こと の 石 
SEU) Ri KMS SERV PLE, 
その 一 種 は riebeckite な る る 他 の 一 種 は 依 
SRA WIC L CHEE ZILA HO % OIL 
C, IERIE SF SLOW, CO BHO 
AWD 12) 9 ADL F245 0.06mmex 
KE = 0.3 HE 0.06mm pe tats Fh dr te SB 
faith Si, <OWBAHAIC し て BShA 
角 は 88°, Ba PE te UT LOOT @ HF Bh 
あり は 1.777 ょ り 小 ,y は 1.843 ょ より 僅か に 
小 , 光 軸 面 は (010) に 下行 ) SHER, 光 
4 (XARA, WEA COLO TATE a: C ya 99 
BMESNLY, THis seo 白色 光 に 
て は 正確 に 決定 し 難し 。 DRE Y く v。 IEE 
OVE (kL acmite に 一 致し , AOA BB IC 
多量 に 存在 す 。(Min. Mag,, 25, 35~387, 
1938)( 河 野 〕 
5385. アイ ル ラ ンド Antrim, 
Hill spurriteD scawtite PGC 
て Tilley, C. E, 

ABC AREAS E OD spurrite と 同伴 し 


Scawt 


抄 60 (48) 


a A TR Ye Bi KR 


綿 400 


BEL BALL BS scawtiteo EYRE FEM? Vg 
本 地域 の larnite 及 spurrite の FE RMEAAIs 
過量 の 方 解 五 の 存在 は larnite の 不実 定 を 
2K L spurrite & AE RT 5 MORAY BY Ic 
WRI D LEK DGGE & Be SRE & Be 
れる spurriteS AAD WT HBV, ZI HET 
scawtite は 方 解 石 と 同 件 せる af spur= 
ritet}! © Fy (4 MIC SET, TL CBRE 
spurrite 岩 の 研究 結果 此 scautite m PEI (L 
spurrite 4S ¢ S He 4 MI OME ze Yo tt 
PBR IL AR OUD & EER TR A PRD 
OMICS), ZEOBMME SAR OM 
FIC BE L ck Bee {OWE IC FF tah Fe 
(Min, Mag, 25, 38~40, 1938 ) GRUF J 
5386. 383% Vogelsberg の FHBOM 
化物 中 の montmorillonite. Noll, W. 
Vogelsberg の 西方 の Kaka Ree kv TF 
た る 風化 物 を X 線 の 研究 結果 は 主として 
montmorillonite(hydrargillite) 及 右 英 よ り 
MSeMS, MULT KSA, Mayra 
ic TAS Sok 3 IC IA UC ¢ montmo- 
rillonite の 存在 する 事 明 か な り 。 この 外 に 
他 の 結 品 質 成分 或 は 無 定形 成分 が 存在 す 
る か は 研究 すべ き 間 題 な り 。 生 つ 基 性 岩 
Dsiallitég tk ic BE L Cc montmorillonitezs je 
BESS SAKA EG RHO Hi & — 
致し , マグ ネジ シッ ムイ オン が 特に 重要 性 
を 有 す 。CChem. Erd. 11, 294~306, 1937.) 
CHAD e 
5387, TA RVIPOMBRKEICRIETS 
種 添加 割 の 効果 WHR ii e— 
炭酸 マグネ シウム 或 は マグ ネ サ イト を 
杉 焼 し て マグ ネシア を 得る 場合 に NaCl, 
KCl, MgClg, CaClg, FeClg, AIClg, NaF 


KF, MgFo, CaF2 4 HRMS を 混 
AML SAM Ie CIE LD, ペリ クレ 
— AOE REI WS 3 RE EBM 
2) o FAME NII © HAR IC & tL(ENaCl 
AESBAE IT OY Fo OSH A EE EA BRK 
に Ut, 1000°C NaCl RE ~ 7 KRY 
F He Gls HK BE HEYEhN) 1400°C の も の 
IC UR 0, Abe % OK HET } 1000°C 


場合 の , 
NaCl KCl 
SMgCly >CaCly 
>FeCls3 
‘NaF > KF 
SMgF 2g >CaF 3 


D UN & WALK CH He ES EE I OH 
SLLEMNY 9 RCM SRA BAO 
Sit ASBRAIK AC OIMEMR LOWES E 
SIAL EBAKF LF RAR SIM 
き 結 果 を 得 た る こと と は 注目 すべ きこ と な 
り 。 此 場合 勿論 各 添 加 協 舌 は 作用 温度 に 
て 相 党 の 蒸 舞 万 を 有する こと は 必要 な る 
が , BREOKDUFS し 効果 の 大小 と 
te bXS HY Catt, 41, 139142, 昭 
1S CR 


BASRA 


5388) Nee OSShA ICKY SRE SSS= 
RABE Fuller, R. EF, 

南西 Oregon 州 の 後 第 三 弓 火 山 作 肌 に て 
pt He Sea nt EL LC BA HME Fi 
BIC BY Wate San (, DRY DBE 
に 著 し き 影響 を 示せ り 。 原則 と し て 玄武 
FAL % O ZV TA ALE tc FE BE BA @> PPE PS 
は 新鮮 な れ ど も, 中心 部 た に 於 て は BAA 
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鉄 抄 61C49 う 


行 は れ 居 れ り 。 ARB HUT A as — eR 
MIRO BNET BHP IC 保有 も を られ , x 
DPRK KS FOS EMV, (Am. 
J. Sci., 35, 161~171, 1938) (yy EF 
5589, 駿河 濃 底 より 得 ら れ た る 火山 岩 忠 
HIER S A OM MMH ABA, 
Tey ek URRY hk, 岩 OW 
著者 は 二 と LCKNBRA VORRVE 
AR AH DO IAIC BY C OW & Be F Ic Be 
20 9 HR SARA Mee BW 
% OP 1 fff] D Jat Br lee te MRI & ATH S HH 
ば れる る もの に し て , Hho 8 (Hit AP AK & 
ite O te Sete Yo BRB Pts TM te SHR 
MeAtT SAITHS L. DOHIZEBHO 
mH EWS hr, 67% AABN AIL 
C FTW Hic (IRE MLO Fie SL 
味 あ る も の な り 。 他 の 8 個 の 中 1 個 は 富士 
Je Wie aa 1 FDL, 4 個 は BR AY, 
BMOOoM<, ユエ 個 は 伊豆 地方 の も の 
と 可 也 の 相 眉 を 示し , Ts PARE Ae 
EOS RAMs 0. Miho 1 hiss 
seals ZIG eA SEOOMET 
その 源 は 不明 な り と HR, GWA, 4, 
368~370, 1938. う (河野 ) 
5390, 南極 Raymond Fosdich HEO 
PRET Fourchites. Fenner, C. N. 
4%: Fi fourchites m¥¥ Rt Fisk, Mad d 
FLED BEML U (ib OAM & HEL 
BA DALE DARE FO YEO 結 品 作用 
DRO Bm te Bak UR s Ne Ss 
の と を 比較 を せる に , VEE DHE vO HE 
は 記載 基 性 の 成分 な る と と を 見 出さ れ , 
本 事 質 は 結 品 分 別 作用 の 読 に て 洋 せ られ 
た る 推論 に 反し ; 過 載 基 成 分 な る 完全 な 


’ 
cy 


3 HAS D AIR A (FHED 6 4 BS HR ICE 
けり リ 。 FeS8 oy Hi 24a SLD ARH (T(t EO 
RL HET te S Seb ive Sg SiOy cH 
し 協 基 が metasilicate ratio k ) PAA 
RoEEMEY o BEML HOM ORD 
IR T SICIO, OULD, MEQ KYL, 
Al,030 Kis hq, iron oxide Oi) Hr HS hn, 
COD KH Mbt, 本 結果 は Hew 
BRL VGSe bh, HO GMT AEA 
OME LEHI SOL. OL hes, 
験 的 に 研究 せら れ た る 系 は 一 般 に 自然 岩 
BE kU SRA, TEAR W IK PB te RAB ZB 
(LF SOR SA, WES ewe Ay HHL Te EG 
VER OVER & 0 ES te SMBS HE 
FAIRAR SY STRHEO% Oc HRI, 一 
般 化 され 居れ リリ 。 BARICBAS 3 Haim He 
ORBAN OME ¢ RRomy 
HV, WUCARANR SARL HES te 一般 
化 さ れ を た を 居 定 を 使用 する 事 よ り , LV 
Ic EA X SN re VU & Ht-CBull, Geol. 
Soc, Am,, 49, 367~400, 1938 CL 河 野 〕 
5391, 伊豆 七島 新島 の 火山 Hehe, 

昭和 11 年 12 月 27 日 午前 9 時 14 分 頃 , 伊 
宮 七 島 中 の 新島 際 近 に 局部 的 の 強震 が 起 
り た る が 著者 は 本 新島 の 地震 に 因 る 堆 氏 
MAS S LCA O AUD HEE 
ARAIC PAGE 0, 地震 の 規模, PEE, 地 
GRO PERE, 分 布 等 は PRICMO A IK KY 
論 ぜ られ ゐる た め , 著者 は 主として 火山 
の 構造 を 逃 べ る と 言 ひ , 本 火山 の BPH 
BROW RMN Y 6 

Oe Sefit) Cam 
L. REUTER AA ABCA 
2. Allie 7 WEA FAS BOE 


抄 6250) BAR DR RK S 綿 402 
KR が 角 剛 i. SEAR GW | 氏 は Sahara-Sudan 岩 此 選 域 は 加里 より 間 
丸 鳴 山 火 山 a 34a Ete oe y 
,ERTRER Been. meek | BRU 特徴 ある も , ア ルカ BRAK 
Hee mae at アル カ ヵ カリ 岩 に 分 結 し 前 者 は 閉 し き hyper- 
5. 宮 塚山 火山 PS aR GE ROR alkaline に LC, 後者 は 石灰 茸 士 に 富む と 
6. テ アッ チ 山 火山 TRB Mat, (Q J. G. S. 93. 534-580. 1937) 
^ 4 ae x 
7. fy i) 火山 FRB BRC GRD 
C41) Faas ~2 38) Cynf Dy : ’ Ae 
CW Rae, 16, 171~200, 1938) cy Ey) 5393, ski AVRO Kruger, F. 


5392, 中 央 アフ リカ 北部 の 火山 岩 Sand- 
ford, K. S, 

Bat LY Mico, AIK 及び 
岩 床 は Cameroons k Y Cairo 及び 紅海 よ 
リ Senegal 34 33%3, Tibesti cI cists 
#3 OE tH MNBL Ee aa, 次 に 粗 面 岩 , 
WS RO AN) OPC, 最後 に 玄武 岩 , 
basanite 並 に 安山岩 な 
Yo MEmi Kasi o- KAMER ¢ Post- 
Tertiary ICH S As AL 
Ba mea Re 新 ら し き ea RE y 
成る 。 叉 同じ 噴出 順序 は テ ヂ プ ト 及 び 
Sudan に 見 らち れ その 時 代 的 開 係 は Tibesti 
の も の より 大 に し て 最初 は Lower Mioc- 
ene の 玄武 岩 , 次 に 南 = ヂ フト 及 Sudan の 
Post-Nubian © fH Tita 2B a, TBC, 最後 
に 西部 Sudan の 新鮮 な る 玄武 岩 噴出 す 。 
叉 Ahaggar 岩 塊 た て は 叶 O 出 順序 は 以上 の 
も の と 異な り 粗 面 岩 響 岩 最初 に 叶 O 出 し 次 
に 第 三 紀 の 漢 大 な る 高原 玄武 岩 , 最後 に 
第 由紀 の 芯 武 岩 叶 出 す 。 本 地域 の アル ヵ 
yee (SES ic Hw Air 及 Tibesti の 岩石 
tt Kenya の も の と 比較 され , Kenya oy 
ルカ ヵ カリ 玄武 岩 , basanite 及 basanitoid 4/4 
Ahaggar 及 Libya の 岩石 に 類似 Liv BCE IC 
Zz US REPBAD Fe & Ae thay te YQ Kirvaic 
BLAM A & Sts AMS V. Danaeyer 


basalt-basanitoid, 


C. : 

New Hampshire, Keene mpi Hop o ip 
hic ASE BERET TE iid a & A 3 IR fa 
KR RB BR UC, DEP ak AE 
ORLAL( He) GMO LBC S 
TEED BAD KIA o =D AR 
接 は 相互 開 係 の 起源 を 有する 事 を 示す 。 
CORI IC HS EE, 角 関 石 片 岩 , 圭 
TEM 49 © ERB AMAL EI % TN LIS PS 
2mm に し て 最大 8mm に 及ぶ 。 そ の 起源 は 
Hie AS EES A AB IC AR ARO F ie TC 7k 
KCMHESSCBVRoOBMc LV 
RWI © eS ATE A OBO 
CBA YU (Amer. J. S, 55, 305~307, 
1938.) 34 FD 
5394, 中 部 アル プス の 填 基 性 深成岩 及び 
EOE Kiel, F. 

Schwarzenbach ょ V eklogite= ff [YA 2 atk 
CES AANA EA kU Re b 
れ た る PAG) LT らち る る に る 拘ら ちず 
eklogite D {LEAK EMV, 従っ つて 問題 
は “Eklogit ” & “ Gabbrofacies "の 互 に 相 
近接 し て 出 づ る 原因 の 方 へ 凌 損 Leklogite 
も 赤 火 成田 の 役 を 勤め て ゐる と は 言 ふ 基 
ane & 7g Y ,eklogite & yeRB GS & 25 Hig AE 

ME (1 HB MIE PEPE F IK RRS S BEN) 
か と な れ リ Vo CT sch, Min, Petr, Mitt. 49, 


. 
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1938) (yy EF) 


2eBk Ss 


5395, Hmm A RPO MMA 齋藤 林 次 . 
BA HEIN SE I< SE & FEMA PG BO JER & 
He Sh, TR. APU, ROE BK ack & 
SRA し , ERIE REN Bb BAK (Sinian 
System) & Ro hn ¢ #H4P LCE XV) 
上 部 即ち 五行 山 統 て 開 東 統 中 最上 部 鉄 ) 
CAM BARA 
fe AC TL 7a Cd dB 2 ES HE) 
PBB BD & AYO EK Fl fF ER OIE) 
Re EEA CK Filter WE BE a IK HE) 
ALC AVE A CBB I PSK ER 
BSG ( 同 ) 
GR PI oO ARO=AVICEL, 
CL) FREE APD % ©, 小 規 模 
(2) DRAALAD の も の , 小 規模 の 笛 
DR DH 
3) SURE AIC kU BREE ICR 
ら る る もの, MUO ZAR A 
朝鮮 の 利 原 鐵 列 床 は 開 東 統 最上 部 の 南山 
階 , 河北 沖の 党 懸 鐵 克 床 は 東山 と 同時 代 , 
PENS AS GS BE GAR (XA Fal fa GE & BA HE 
PED MEZI PIC HSA LE REY VU OWE 
WA BER, 92, 1~24, 昭和 13 年 ) 
UE J 
53% SRR RMABKRARS 
原 美津 雄 。 


小 健 


本 硫 床 は 忠海 道路 に 沿 ふ 東 漠 の 西北 4 


洗 の 西 帽 山南 腹 に あり て , DRER MH の 地 
質 は 欧 第 三 系 と 目 さ る る 結 品 片岩 に 属す 
BSR, AH a Rina A 
BH BRAN AE LY 構成 を られ , Bi 


| PRL A EAB IC JRIR & te UCI So 
BROW St 約 3 米 に し て , その うち 下 
| 部 1 米内 外 は 良質 の 満 俺 太 , 中 部 Dee 
AD © ins EDR TR & APS Hea, bb 1 ok 
(2 HE D> Cie ME Be BVA Te Vo 

BAT (LAGE (1 し て 硬度 5 
へ ~6 DBs HEDRICK LCF 4 Do FERRE 
FEN) o ATR AROM RIC LY CHIH 
な り と 老 へ ら る 。 LJRE LCA 
岩 忠 に 介在 する こと と 。 る 2. 本 確 閑 は 母 岩 を 
MSc Le HALRB eet, 3. 接 
ARR PLR Lo 4. LABIC HS TE A & TF 
Bh an 

BY ARBRE It Bea & TAD BE ACIS PUR 
| eres t on Ribs ki MHA 
{EI % BR DC HUE ih > ei SEE PR ia te CFE 
| MWA) BALL eS PP ee Ae 
ICBMET SOR, IPO 風化 作用 に ょ 
Y CELZESL S 2s AM & ins MET IC SE S 
SOY. SERVERS, Gy Le Mh A oe et 
HRS, ユー9, WAS OOP EP) 

97, FRBBGRWASLAUOME 
床 近藤 叫 三 。 

2B deh aie AB ES a a LB Ic} Y, 
地質 は 朝鮮 系 の 大 石灰 岩 統 に 局 す る 灰色 
Cle fa ee kU KRY, Mit この 中 
に 用 上 胎 せ る PRYNR SZ eG WEIR, 神 鐵 
| BRU, MEIC ATER @ ZEW Re Bie Be Fe HE 
| SR ROHAE te Vo , 

HEARSE E UC PRUE te Lia | bee 
AWRIC LUC, CORAM ICIS FERN KI 
} ADL ew & BL HIRD & AALS 
Vo Sebi it Ath fe Ml (HG eS 
し , ZRKHELESARKAGAR EK し て 


抄 64C52) 


a ti wh 1 RK 
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Te OR e RYE し て , DC OHH LUIS Wid tc 
2B Del A AUR D BE TEP IC & 0 -c RAR 
te LAE Si OLGAD So WM MM 
QW RE 1, 7~8, FAIS CHE 
398、 和 平安 市 道 散 山 郡 南 興 鏡山 の 地質 硫 
PR 近藤 思 三 。 

wie 11) BB 7G TAT PA BBC OY “CR EL 
D YL RSC HiT 。 

Hb EC TIX RIK IR a GTI a 
りな り , 確 床 は とこ の ぅ ち に ある SRO 
解 石 脈 に し て , 確 石 は 主 と し て heme V 
tr UR ALO RE EAST, 含 
IK $i fr (LES 0.5 % 内 外 な り 。 ANH 
(LAE PRB AAR UC MEE @ He EIS te 
EF ER ORR IC FON S BOTY CHIME 
1 LT PoE EEG 1, LOS 17, AIS.) 
Ob BF) 

5399, ERS Mit eSAA OR 
TARR RR RA= 

Be Ti (BB EE I TAT AC ABA Ah TAT IC 
Ws 0 Eee NAIC ST 9 BPS © Wh it 
WMAROKAK am ik TR AIC LT 
TEARS BRB IC RNR et S RDERDRIK te 
Y 5 Wem is ECM L YHA KA OM HH 
Tec GR EL He aa aR th gs F エー2 米 
附近 に 存在 し , 上 部 の も の PAIK Bin fr 
(LRA YG AMPOIZ & (L2V\B0 HH IC L 
CH hem in ise * THB ES, He 
TK ERE © PLA tA P EEE SY OOM LS 
CRA IE HE Bi Sis PER FEES, 1, 19~20, 
4 13. Cua RF ) 

540), SRR ia BARS 
津 雄 。 
本 島 た に た 於 ける 硫黄 の 産地 は 殆ど 全く 大 


小 邊 原 半 


THEA yr > Wb bic MRS, 確 床 を 成因 的 
に 大 別 す れ ば ASE. TR, 沈 小 の 三種 類 
KWo SLEO MATRA © 
要 な る も の を HOME ALR, HkSt, Ar 
Fi) = ERG, FEDER ES, Armd, PREP 
Si UCHR LEO ARR WR 
に 就 て PERL, 更に + OPRMYE, BL bE 
BS RE (CHEM BS CREE 
IE Bits MW MB, 2, L~ 11, 1413) 
CBB) 


Ah BE ie SA 


5401, Pennsylvania の 石油 互 匠 の 根 
源 礎 Fettke, C. R. 

1930 年 に New York 用 の Wayne-Dund- 
ee 地域 た に 於 て Orskany 砂 岩層 より 多量 の 
WT as He te, 上 L つ 同年 に Pennsyly- 
ania 州 の Tioga 地域 に 於 て 下部 Devonian 
層 が 北部 Appalachian Plateau 7 Uf D He 
Ue te S WT Se SAE RR SHE VS 
Oriskany 層 の 分布 Jer Re び Wy $8 6) EEL 
BECHER Yo TG し て 南部 New York 
州 と 北部 Pennsylvania と Of cSom Ki 
FAS PARE Bar, 石 没 は 東部 Ohio 州 に 於 
て 2 小 油 田 が 豆 見 せら れ た る の みな り リ 。 
Oriskany fas の SF AKC RET HS OR 
Wr © eR & BREE £ BH ERIC MC 
feats Yo Ti Lt Pennsylvania jc fs tt 3 
Ty Se 8 BUG > HR UE et 1d Oriskany Jet te 3 
3% Fatt Yo CB. Am. A, Petr], Geol., 
22, 241 ~266, 1938.0 AAR) 

5102. Louisiana 別 Tepetate 油田 
Bornhauser, M,, Bates, F. W. 


Tepetate 油 田 は Louisiana の Gulf Coast Jib, 
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域 に 在り , L9BSAE IC HT fy SE PED TE I< 
EY CHIN bLLESRORVG Bihht 
は 平均 8,300^ に あり , 下部 Marginnlina fap 
に 属し , 下部 中 新 期 に 属す る も の な り 。 
Te petate jh FH (x F738 @ J AGE IK I S 
SOI LT, 油田 中 に は Bare BATES 
Bd, その 外 廊 の 北 , RIC RW cis FF 
BRD EAE DS © BIC oO BAMHI BD 
HED SSGOLV—MKHS OLE 
せら る 。 HK WU S 産油 地域 は 1,200 
acres の 面 征 を 有する る も 人徳 詳細 な る 物理 的 
{ED E AT SBE (A BBO th dS 3 1 
AUD RAE LIK SEAS HEE b 
SBtLOLPEt DS CB. Am, A. Petrl. Geol., 
22, 285 ~309, 1938.0 AAS) 
5403, 天然 ガソリン 製造 中 の 重合 ガ ノ リ 
ン Wade, H. N. 

天然 ガン リン 製造 中 副 族 物 と し て 天然 
喜 逢 中 に 存在 する プ タ ン 及 プ ョ パン の 一 
Me WIRIC ST SHEL UTM L MH Kis 
鍋 尋 た に た ょ る 重合 法 あ ちり 。 何 れ の 方 法 に 於 
COSI TAY RM EADM L Ki ile 
化 水 素 を 生成 を し め , こと れ を 重合 し 重合 
Yh HGR OR THES DHE YK 
美的 な る 重合 が クリ ン は 158 F で 40 BY 
bmw, オク タン 偵 80~85 に し て I 
大 部 分 は ペラ フイ ィ イン 系 炭化 水素 より 成る 
Lord wee UC Mie bob 
Ot V5 WLC HR OMBILSI~40 7 te 
yo (Oil & Gas J., 36, 35~37, 1937) 
CAA 
5404, SR EMOBRIBHICEAT SHS 
(第 7 報 〕) 庄野 信司 

fife BE yh OL Va RETIN 2 Be HA, HEP I -C 


鉄 紗 65053 ) 


M4 LF RHR U 2 7 ERM を 
A. P. 法 又は 硫酸 吸 政 法 に ょ り て eS 
B YG NS MT YI & Bl BBS 
族 , FED BRICK RUSO y © PG SH 
Gee ZAS SPIEL BRE Vo NOW 
EO FNRSO 2h OLE, RPABA. PL 
BE OD NAW & ERY PGIRGBIC WRT FP EE 
A (LH RSO 2 D HE a BHR % Nash o pee 
SRE ABE IC kV CFE Vo 人 告 
Kurz J& a Nashiq © = ff HBR & BES TO 
Wei % CE IK BRE LG if fH AB Be ESE 
Ye ZSRCOVECLIV CEL, Lew 
BEIC [A EG HE & BRIE LMG IRIE © HBL 
Ay th eto & % IC PSU SUAAlO A & Ay L 
) FL BR FE S REIS BBR VY C14. 41 
205~209, 1938.) AAC) 


Fee EL BED 


5405, 山形 産 ベ ント ナイ ト と その 成因 
CII) 肉 田 宗 義 。 

vba b oA RUPEE A Lb © 
異同 に 中 て 先 に PRIME am ETO, 代表 
的 ベン トチ ティ イト 精 胃 物 三種 の 加 熟 曲線 を 
作成 せり 。 AARC WE TIL e ORFs ld tr 
た る 同種 の 筑 験 結果 を ゃ AG UT, FEC 
得 た る 推論 の 吟味 を 行 ひ , 酸性 白土 と の 
Elm £2407, ベン トチ ナイト の 二 骨 を 一 
PW tr OLDER VU, CORR KRAUS 
NJBEMGA~Y bet PAR CREA 
AGEL A UT, MO 根本 的 
FEA OAKES Z ARE © Ai HEUER BS) te 
Si’ MBB Y bed bisa 
モン モリ ロン fetERmoe vc. 山形 産 べ 
ント ナイト の 主 成分 た る モン モリ ワロン 右 


抄 6604) 


aA TK yw 
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は ペイ ロフ イラ イト の SigOs(OH)2 層 の 
REDE 村 列 充分 規則 的 な らち ず , EER 
ル の 如く 行動 し 所 調 物 理化 凡 的 活性 面 と 
し て , ベン トチ ティ イト 諸 種 の 特性 の 活動 の 
場 と な る る , 該 活性 面 は 更に 他 の RT 
ル を を 不定 の 割合 に 複合 保留 する 事 あ リ o 
叉 山形 黄色 ベン トチ ティ イト 本 英 は 次 の 如 き 
Api hie ce 毒 は さる を 至 営 と し, FICHE 
de S HTS REE S (Ale (Si4Ojo) 
(OH). Aq. 但 し 本 式 は 常温 乃至 950°C 
の 整 園 に 適用 さる も の な り リ <。( 盾 業 庫 飼 雑 
s& 46, 173~183, W313 年 う (大森) 
5406, 酸化 鐵 を 含む 硝子 (XVI) 
Mi=o 

Fe DARE FE OAR © MADLIC 
PRE AC A Le SB © sh AME 
AIRC HER S LOI ULT, AFKICH 
“CULAR ARIK BAL CRAKE US 測定 方 
YEIC (LBBB SPA LL, A ARE 2.0 FE 
OP MICGEL AT STS MHRA AW, ZI 
固定 きれ た る 三 本 の 鋼 製 針 に て 直立 せる 
ォ フ ティ カル . レ ベー を 用 ゐ た る 差 動 型 
OWA UC, PEA Uc Bea 
FREER V, 2ORMBOR RIK Kilt 
砂子 成分 中 の 石灰 を , 酸化 第 二 鐵 3 E 
PRA — BICC MA DLIC 置換 する 場合 に は , 


不破 


ADT OWAE RRA > & te BMW) DT} % 


碗 子 成 分 中 の CaO に た 比 し ,Fe。0s 及 び FeO 
OK ON IRR E LV ptr b LHS % 
の な る か , 又は その 一 方 の か 未 小 な らし 
HECOHRSHPOR (AW PRoEPS May 
F OWE AR 2 AAT © IRL OF IKL— 
定 の 開 係 る 8x=azxp+ayxy+agxgt 


230 (a1, 49,383 …… 隊 化物 の 重量 百 分 
ZS; X], X2, X83……… PEt 1D FRBOte S HM 
EAH NI AS RIES o TIO x te SFB tk 
Riz DBA Hl~ DUES, PH OR 
Wie FPG & © Hew IK RAE, English 
ATarmer-m¥RMo—-HE, こい に 得 た る 
Pr ML BWC Bb Hh wd CHD 


せり リ 。 © OFBBs SIO2 0.15,Al203 0.42, 


CaO 4,89, Nag O 14.9,K 20 11.7, Li20 20. 
Fe9031.5, FeO 5.4%, ) 。 (SEM PS HERE 
46, 184~187, WIS CK RI 

5707, He EitLwAO Montmorill- 
onite, A Hh 5387 218. 
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5407, 鳥取 蒲 下 温泉 中 の ラド ン 含 量 調査 
報告 MR, MIR, 長谷 部 後 彦 。 

著者 等 は ESI FURS LOM Bp, BR 
MBS Ui ICM s HOD y PAE MR 
Yo RORIC CRAB STKE RK & 
eye i yb Riese AO, BG 
BORE FO, BRR MELO ORE & WE 
LZEAFY APRMEMK L Hee し 源泉 温度 
KAS BKM 市 に 含有 する ラド ン 含 量 を 
10-9 CurieH fit & Yat Holt L, HAZ x 
YE PLIC A 3 BAS & PLY YQ WA 
RBiLIR, HU, 東郷 , ae, 三朝 , A 
井 , SN, 勝見 , 演 村 , PP AEE te UG KORE 
FRG AREAS FD TL 5 — 2 De YE (Ene & A 
Bat L SPARE 2 THER IK Sk LIK BELO 
7 VY SAT S=BNMNRKABL 
SLL, その 含量 は 168.62 マ ッ へ を 示せ り 。 
(日 衛 化 , 10, 93~97, 昭 13)< 待 場 〕 
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Ae eee PRO fe RAY HA PIR % © lal PIC 42, 91, 245 
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